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オジサマが好きでたまりません！　私たちセフレですが、エロ甘溺愛な関係です









［著者］如月一花
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第一章












　早朝の通勤ラッシュでもみくちゃにされて、自分のデスクにもたれるように座り、すぐにパソコンの電源を入れる。

　スーツで通勤し、私物は全てフロア入り口のロッカーに置くだけなのだが、そこにバッグを仕舞い、スプリングコートを脱ぐのも面倒だった。

　大学を卒業して、入社した池谷文具店は朝八時半までに出社しないと、遅刻とみなされる。

　勿論、新人の東野ひがしの桃花ももかが時間に遅れるなど許されることではない。

　学生生活でたるんだ生活から一変し、早朝に家を出て、毎日朝の八時には出社していた。

　パソコンが起動すると、桃花はすぐにインターネットに接続してネットニュースを見る。

　朝スマホで確認したいのだが、満員電車で確認するのは難しいのだ。

　すると、飛び込んできたのは悲しいニュースだった。

『セクハラ上司。新人女子社員に猥褻行為か』

　思わずため息を吐いてそのニュースを読むと、上司の年齢は想像通り、桃花のストライクゾーンの四十五歳。

　既婚者でありながら、強引に酒を飲ませてホテルに連れ込んでの犯行と書いてあった。

（私だったら猥褻にならないのかな……。ううん。こういう人は、そもそも手口が卑怯なのよ）

　良く読んで見ると、女子社員は酒に弱いのに強引に呑まされ酩酊状態にされ、タクシーで送ると言われて、そのままホテルに連れ込まれたとある。

　例えばだが、これが同年齢の男がやった犯行でも、卑劣なことに違いない。

　でも、タイトルには大々的に『セクハラ上司』なんて書いてあるから、桃花の気持ちは落ち込むのだ。

（誰でも皆、上司は猥褻な男みたいなタイトル付けないでよ。ちゃんとした上司だっているんだから）

　ちらっと顔を上げた視線の先には甲斐谷かいたに裕也ゆうやがいる。

　この春の事例で、課長になったばかりだ。

　老舗の文房具店で中々昇進するには時間が必要な中、異例のスピード出世を遂げている。

　黒髪を流し、身体にフィットしたオーダーメイドと思われるグレーのスーツを着て、同期の南みなみ夕子ゆうこと真剣な顔をして話していた。

　甲斐谷のスピード出世には、彼女の助力がなければ無理だろうと誰もが一目置いていて、南も課長補佐と出世し、名コンビだ。

　そして、そのふたりの年齢はまさに罪を犯した男とほぼ同じ。

　四十三歳。

　南は独身女性で、甲斐谷も独身貴族。

　しかも、絵に描いたように容姿まで整っていて、ふたりとも本当は結婚しているのではないかと、まことしやかな噂まで流れるほどだ。

　ちらっと甲斐谷を見れば、切れ長の瞳の眦に、少しだけ皺が寄っている。

　それだけじゃない。

　同年代の男子の肌のような張りもなく、真剣な表情を見せているのに、昨夜は仕事で遅かったのか、頬が少しこけて見えて朝からお疲れ気味の顔だ。

　目の下には薄っすらと隈が見えているような気もするし、課長になってから仕事が更に大変なのだろう。

　それでなくても、四月に入って早々に新商品の開発の為の営業方針を企画していると聞いている。

　売り上げによって、その商品が左右される為に気が抜けないのだろう。

　自分のような新人に気を遣ってくれるのは、三年年上で隣に座る大野先輩だけだ。

（はあ……。手取り足取り、仕事を教えて欲しいな）

　ぼんやりと見つめていると、甲斐谷が南と微笑み合う。

　厳しい表情から一転して、眦が下がり、皺が更に深くなり、口角があがる。

　彫が深いせいか、表情が変わる度に顔に皺が刻まれて、桃花の胸を嫌でも鳴らせていた。

　しかし、彼に近づくのは不可能に近いものがあるのは理解している。

　インターネットニュースを見れば分かるように、年上の上司が部下に手を出すのは、時には犯罪だと騒がれることだってあるのだ。

　着々と昇進した人が、部下に手を付けるようなことをするとは思えない。

（同期の恋愛より難しい）

　ぼんやりと見つめ続けているが、甲斐谷と目が合う事は一度もなかった。

　そして桃花も甲斐谷のことが好き過ぎて、見ているだけで充分な存在になっている。

　年齢差はニ十歳だし、仕事に一途に生きている人が年下の自分に入れ込むわけがない。

　もしも甲斐谷が恋をするなら、噂通り、となりで微笑む南のはずなのだ。










「あっ……甲斐谷さぁん……ふぁ……」

　母親が友人と買い物に出かけたのを見はからって、その日は存分に自慰にふける。

　壁に背を向け足を思い切り広げ、下着も脱いでブラとＴシャツだけで、彼を想って秘丘を撫でまわしている。

　学生時代から続けた、妄想自慰行為は年上男性とのエッチが出来ないせいで、いつも熱が籠もるものだった。

　それに、母と子ふたりだけの暮らしを続けて長く、小学生の頃に両親が離婚したせいか、父親がいなくなったことが寂しくてたまらない時期を経験している。

　自分が悪いことをしたのかと、母に詰め寄った時期もあった。

　でも、中学生になって両親が不仲だったのだと理解出来ると、恋愛の対象が同世代ではなくなった。

　今ほど酷くはないが、高校生に恋い焦がれてみたり、近所の大学生に一目惚れしてみたりして、結局社会人になっても処女のまま、自分の身体を慰めるしかない日々だ。

　同世代の男性に初めてを強引に捧げるくらいなら、無理にでも年上の人と関係を持った方が良いと思えてしまう。

　結局、母の目を盗んでははしたない声をあげるしかない。

「あっ……あっ……」

　秘玉を指先で捏ねながら、はしたなく足を広げて身体を震わせる。

　頭の中は甲斐谷のことでいっぱいで、今は彼が指先で自分のことを愛撫してくれている、そんな妄想を繰り広げながら弄っている。

『はしたない声をあげて、ここが感じやすいんだろう？　もっとしてあげよう。蜜が溢れてきているし、止まらないね。よっぽど敏感なんだ、俺はそういう身体が大好きだよ』

　妄想の中の甲斐谷が果てしなく甘い言葉を囁いてくれ、意地悪く桃花を責めてくる。

　そんなことを考えていると、本当に蜜で溢れて止まらずに指先がぐちょぐちょになってしまう。

「甲斐谷さん……甲斐谷さんっ」

　ぬちぬちと水音が立つほど弄ると、今度は蜜壺に指を入れてゆっくりとかき混ぜる。

　すると腰が浮いてブラが擦れる度に甘い声が漏れた。

　頭の中の甲斐谷が下着をずらして先端に吸いついている。

『可愛い色をしているね。誰にも見せたことがないだろう？　俺だけなんて、嬉しいな。桃花は、俺の前だと本当にいやらしい』

　頭の中の甲斐谷が言葉責めに夢中になっている。

　自分が妄想に夢中なのだが、甲斐谷だと思うと止まらないのだ。

「ひあぁ！」

　あられもない声をあげてしまうが、彼の厳しい眼差しを思うと止まらない。

　上目で自分を見つめ、意地悪く先端を舌先で絡めていると思うと、服で擦れただけなのに、鋭敏に身体が反応して息が荒くなってしまう。

（部屋の鍵……閉めたよね。甲斐谷さんの妄想止まらないっ）

　服をずらしてブラもはだけさせてしまうと、ぷるんと大きめの胸が露わになる。

　いつもは服で隠していて分からないようにしているが、桃花の胸は手で思い切り鷲掴みにしても余るほどで、自慰をするとき自分でもふわふわなそこをいじめたくなるのだ。

　柔らかいところを思い切り揉んでいると、甲斐谷が嬉しそうに目を細めてくれるだろうかと、気持ちが浮かれてしまう。

　そんなことを思いながら、左手は器用に先端を摘まみ、右手は蜜壺を抜き差しする。

　手慣れてしまった自慰に、自分でも多少呆れつつ、その時が来るまで処女を捧げられないと、蜜壺を思い切りかき混ぜた。

「んっ……あっ……あぁ！」

　頭の中の甲斐谷が満足そうにしてくれているのを感じて、もはや悦に浸るしかない。

　甲斐谷を思いながら、思い切りかき混ぜたり内壁を擦りながら、彼のことをずっと思い続けると、身体が戦慄き、すぐに背が弓なりにしなる。

「甲斐谷さぁん……」

『桃花、好きだよ』

　頭の中の甲斐谷が甘く囁いてくれる。

　そして甘く口づけをして、処女を奪うのはまた今度だと、身体を離していくのだ。

（ああ、私って最近どんどん変態になっていくような気がする）

　ぱたんとベッドに横になると、乱れた衣服のままで少しぼんやりとした。

　その後は組み敷かれて、強引に貫かれてしまいたいのに、甲斐谷はいつもそのあたりで終わりだと桃花に告げるように去り、妄想を終了しなくてはいけない。

　途端に、空しい思いが胸に満ちていそいそと服を整えていく。

　自分の大好きな人は、今頃どうしているのかと頭を巡らせていると、なぜか南の顔が思い浮かぶ。

　彼女が本当に実生活でも良きパートナーとして傍にいるなら、もうこの妄想だって意味のないものだ。

　それに、甲斐谷をじっと見つめ続けるのだって申し訳ないだろう。

　でも、付き合っているというのが噂の域を出ないと思うと、どうしても目で追ってしまうし、自慰行為に彼を召喚してしまう。

（駄目だ。こんなんじゃ、私一生処女かもしれない。でも、同じ年の男性と付き合うのは嫌だし）

　寂しさを抱えながら、妄想の甲斐谷を頭から追い出して、スウェットを着ることにする。

　社会人になって、もう一つ寂しいことが増えたのは、彼氏がいる子といない子の休日の過ごし方が劇的に違うことだ。

　桃花は後者で寂しいひとりの時間を過ごしている。

　友人と遊びに行くといっても限度もあるし、大学生の頃とはやはり違うのだと思い知らされた。






　休日はのんびり過ごすと、すぐに月曜日になり、通勤ラッシュに揉まれながら出社して、いつものようにパソコンの電源を入れる。

　その繰り返しが、どこか空しくもあり、甲斐谷を見るとやはりその日も傍には南がいた。

　楽しそうに話していて、ここからはよくわからないが、仕事の話じゃないらしい。

（本物の甲斐谷さんは、やっぱり南さんと付き合っているのかな）

　そんなことを思いながら、会社の資料データを印刷して、新人なりに頑張れることはないかと、売り上げを見たり、新商品のデータを読んだり、企画書の資料を集めたりと、仕事で暇がない時間が増え始めていた。

　資料作りを頑張っていると、席に戻った甲斐谷のデスクの前に女子社員がいて、頬を染めている。

（なんだろう）

　ちらっと見つめていると、彼女は照れた顔を見せながら、お菓子を手渡していた。

　包装紙をじっとりと見つめると、テーマパークのお土産らしいことが分かる。

（なんで、甲斐谷さんだけ？）

　じいっと見つめていると、女子社員は何か言いながら甲斐谷にお菓子を渡すと、そそくさと席に戻っていた。

　営業部の人間は多いから、確かに手土産を全員に配るのは難しい。

　しかし、甲斐谷だけに渡すのも何か不自然な感じもする。

（好きなんだ、きっと）

　ジト目で女子社員を見つめると、頬を真っ赤に染めながら隣の女子社員と話をしていた。

　どうやら予想は大当たりのようだ。

　見た目は南には劣るが、可愛らしい表情は目を引くし、男子にも好まれるだろう。

　よりによって、南以外にもライバルがいるとは思わず、桃花は思わず頭を抱えていた。

「どうした？」

　隣の大野が心配そうに顔を向けてきたので、桃花は慌てて背を伸ばした。

「なんでもありません」

「ふーん」

「すみません、こんなことしている暇ないのに。あの、資料作り、そろそろ慣れたいんですが、まだ遅くて足手まといですよね」

「平気だよ。ここの会社は、その点は余裕があるから。それよりさ、新人歓迎会があるんだよ。営業部全体で」

「え？」

　桃花は目を丸めて大野を見つめていた。

　彼はパソコンの手を止めることなく、画面を見つめている。

　忙しくしている様子から、桃花も慌ててパソコンに向かうと彼はくすっと笑った。

「そんなに驚くことないだろ？　むしろ、面倒くさいって思わないか？」

「いえ！　そんなこと」

「今時変わってるな。もう呑み会で社内交流する時代じゃないのに、古い習慣が抜けないんだよ、ここの会社は」

「私は大歓迎です！」

　桃花は鼻息を荒くして、大野に向かって宣言していた。

　営業部の新人歓迎会であれば、甲斐谷だって少しは顔を出すだろうし、もしかしたら話すことだって出来るかもしれない。

　新人だからという理由で挨拶が出来る筈だ。

　嬉しくてにんまりしていると、大野がくすっと笑った。

「東野さんって、お酒好きなの？」

「いえ、その……。まあ、好きです」

　新人歓迎会が嬉しくて、咄嗟に嘘を吐いてしまう。

　甲斐谷への想いがバレたら大変だ。

「ふーん」

　大野のぱっとしない対応が、桃花は苦手だった。

　同年代ということもあるが、先輩としては仕事熱心でもなく定時上がりで帰るし、冷たい目というより、爬虫類系の眼差しだ。

　桃花の性癖なんてものを知られたら何に利用されるか分からない。結局、大野には心を開けないまま、仕事だけの関係という距離感に息苦しさを覚えていた。

　新人歓迎会は絶好のタイミングで桃花の耳に届き、大野の口から週末の金曜日だと聞かされて、その日から待ち遠しい思いで仕事に打ち込んだ。
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「あれ？　お酒が空だね。東野さん」

　その甘い低音を、桃花が知らないわけがなかった。

　広い座敷を貸し切り、二十人近くいる営業部。

　今年の新人は五人で、桃花はただその内のひとりでしかないと思っていただけに、甲斐谷の言葉はあまりに不意を突かれたような気がする。

　顔を上げてみると、優しい笑みを見せてビールを片手に今にもお酌してあげようと、腰を屈めていた。

「わ、私のほうこそ、挨拶もせずにすみません！」

「もう四月に皆の前でしたろう？　さあ、今日は無礼講だ。お酒は苦手かな」

　桃花はグラスを手に首を振った。

　苦手というわけではないが、人並みに飲めるという程度だ。

　さっきまで甲斐谷の周りには女子社員がいて、近寄れないと肩を落としていただけに、こんなチャンスが巡ってくるなど本当に信じられない。

「さあ、疲れた時には、酒でも飲んで忘れ……。あんまり言うとよくないか。最近そういうの流行らないんだよな」

「いいえ！　お酒の好きな人もいますし、私がいたサークルは毎月反省会と称して、お酒を飲んでましたから。内定が出る度にお祝いで呑み会もしていました」

「意外だね。じゃあ、お酒は強いの？」

　甲斐谷の優しい眼差しに胸を鳴らしながら、桃花は小さく頷いて「本当に、ほどほどです」と言うのが精一杯になってくる。

　彼の部下として振る舞うのが精一杯で、自分の気持ちやプライベートなことを話すなんて考えられないことだ。

（憧れ過ぎて、何を話せばいいのか分からない……）

　お酒のせいでなく、甲斐谷の大人の色気によって頭をくらくらさせていると、すっと隣に座り胡坐をかいてしまう。

（えっ……。他にも回らないのっ）

「東野さんは、大野くんと上手くやれているかな？」

「は、はいっ」

　グラスを出すと、すぐにビールが注がれる。

　慣れた手つきですり切り一杯ではなく、八分目くらいでセーブしてくれる気遣いが嬉しい。

　しかも、自分のグラスにも注いで楽し気にしてくれている。

「大野くんはドライというか、人と関わるのが面倒だと思う人だから、初めの方はとっつきにくいかもしれないけれど、仕事は出来るから」

「そ、そうなんですね。頑張ります！」

　桃花は頬を染めながら、ビールを煽るように呑んだ。

　目の前に好きな人がいて、しかも、周りにいる同僚は話があるんだろうと気を利かせて距離を取ってくれている。

　ふたりきりに近い状態になれるなんて思うこともなく、潤んだ瞳で甲斐谷を見つめてしまう。

（はあ……。このままお持ち帰りされたい……。妄想だけど）

　ふんわりとした目つきで見つめていると、甲斐谷が視線を一瞬逸らした。

「あのさ。東野さんのほっぺたって可愛いね」

「へ……」

「少し酔ってるのかな。頬が染まると、小さい子がにこって笑ったみたいになって可愛く見える」

「は……い」

「俺でよければ、帰り送ろうか。夜道は危ないだろう？」

「え……？」

　考えが全く及ばずに、桃花は頬を緩ませているばかりだ。

　聞き間違いでなければ、今、甲斐谷から一緒に帰ろうと誘われた気がする。

　しかも、桃花の想像が正しければ、八割がた、お持ち帰りされるパターン。

（甲斐谷さん……？　ああ、これは、気遣いの延長で、私はお持ち帰りされないパターンよね）

　ひとり頷いていると、甲斐谷の目が潤み、桃花をじっと見つめてくる。

　いつもとは違う色気を感じて、胸が跳ねると甲斐谷は口角を上げてにこりと微笑んだ。

　口元の皺が優し気で桃花の目を引く。

「芸能人で似てる子いるでしょ。最近売れてる、可愛い子」

「えっ！　い、いませんよ」

「そうかな。俺には、その子にそっくりに見える。千人にひとりの美少女って子」

「ほめ過ぎですっ！　甲斐谷さんこそ……凄いイケメンの芸能人に似てますよ」

「誰？」

「あ……あの……その……」

　まるで、距離を一気に縮める男女のような会話のようで、思わず言葉に詰まる。

　そもそも、甲斐谷が思ったよりもずっと自分のことを見ていたようで、胸が鳴りっぱなしだ。

　それに、芸能人に似てるだの、美少女だの、誉めてばかりでまるで口説かれているような錯覚を覚える。

　いつも甲斐谷の隣には南が横にいるせいか、会話に慣れずに余計にどぎまぎしてしまう。

　思ったよりも話すことが好きそうで嬉しい。

「えっと……」

「帰りに聞くよ」

「……っ！」

　耳朶を染めて息を詰めていると、もはや会話が困難なほどだ。

　憧れの甲斐谷からの一緒に帰ろうというお誘いを、この呑み会で誰が予想したろう。

　女子なら一度くらい憧れを抱いては、心のオアシスにして、実際には近寄れない人。

　その人から一緒に帰ろうなどと言われて、もう声にならない喜びだ。

「いやだった？　そうだね、おじさんと帰るのちょっとアレかな」

「な、な、そんなわけ！　課長と帰れるなんて。嬉しいです！」

「本当に？　迷惑じゃないか？」

「安心して家まで帰れそうです！」

　そう言った瞬間、甲斐谷の表情が一瞬強張った。

　何かおかしなことを言ってしまったかと思ったのだが、自分の発言は褒め言葉だと思うし、甲斐谷に帰りにいきなり自分の欲望をぶつける勇気なんてさらさらない。

（見てるだけの人がこんなに近くにいるんだもの。家まで来てくれるだけで、嬉しい）

　頬を染めると、甲斐谷がじーっと桃花の顔を見つめてくる。

　なんだろうと首を傾げていると、「ちょっといい？」と言われて、手を引かれた。

　いきなりのことで持っていたビールを落としそうになると、慌ててテーブルに置いて、彼の後を追う。

　座敷から出て、ひと気がなくなった廊下に二人きりにされた。

　何事かと視線を彷徨わせていると、甲斐谷が真剣な表情で自分を見つめてくる。

　幸いなことに、ふたりで抜けだしたことを気にする同僚もいない。

　安堵しているが、彼の顔がじーっと見つめることに代わりなく、息ができなかった。

「おかしなこと言ってもいいかな」

「……はい？」

「俺が、年下好みだって言ったら、君はどう思う？」

「え？」

（意味がよく分からない……。年下好みって）

「桃花ちゃん、ちょっと鈍感そうだからはっきり言わせてもらったんだけど、どう思うかな？」

（桃花ちゃんって、名前で呼んでる……）

「私は……なんとも思わないです」

　息をするのがやっとで、ふうっとため息を吐いてしまう。

「ほんとに？」

「だって……だって……」

（い、言えない。オジサマ大好きで生きてきたなんて、恥ずかし過ぎて言えない！）

　そのまま恥ずかしさのあまり頬を真っ赤に染めると、甲斐谷がそっと顔を寄せてくる。

「こういうの、嫌じゃない？」

「……嫌いじゃない……です」

「上司だから遠慮してたらダメだよ。こういうの、セクハラになるから」

「わ、私……セクハラだなんて思いません」

　声に出せないくらい好きだと胸を押さえていると、甲斐谷が顔を覗き込んできて、少し心配そうにする。

　自分だってよく分かっている。

　彼が必要以上に自分に迫ることが、どれだけ危険で社会的なメリットが少ないことか。

　ただ欲望をぶつけたいだけでこんなことをしているなら、甲斐谷は最低だろう。そんな最低な男が、世の中にはまだ溢れていて、酷いことをしているのはネットニュースで知っている。

　でも、彼がそんな短絡的なことをするとは思えない。

　課長に昇進したばかりだし、新しい仕事のことで彼が抜けることの重大さは分かっている筈だ。

　だからこそ、自分を選んでくれたと思いたい。

「恋愛慣れしてない？　本当にイヤだって言わないと、男は勘違いするけど。帰るのやめようか。俺も嫌われるのは嫌だからね」

「一緒に帰ります……！」

「……気を遣ってくれなくてもいいんだけど」

「課長がいいです！」

「本当に？」

　顔を更に寄せられて、鼻先が掠め合うとどくんと胸をならせる。なんとか呼吸をすると、互いに息がかかりそうな距離に、くらくらする。

　こんな迫り方をする人なんて思わずに、桃花の胸は鳴り止まないし、そのまま心臓が止まるような思いだ。

（凄い理想的過ぎて……もっと好きになりそう）
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　眩暈すら覚えながらそんなことを考えていると、座敷がにわかに課長がいなくなったことに気が付いて騒がしくなっていた。

　それを察して、課長も身体を離してくれる。

「少ししたら抜けようか。そのまま一緒に帰ろう。先に出るから、三十分したら出て来て」

「バレませんか？」

「大丈夫だよ。俺は仕事があるって言って抜けるから」

「分かりました」

　彼が先に座敷に戻ると桃花の胸の音が耳朶にうるさい程響いてきて、壁にもたれる。

　頭の中をゆっくり整理するように考えていると、重大なことを聞かされたと思い出し、頬がまた染まる。

（甲斐谷さん。年下好みって言ってた！）

　自分に好意らしきものを寄せてくれているのは、彼も人には言えない事情があったせいだと理解すると、余計に特別感が増す。

　どんな顔をして座敷に戻ればいいのか分からないでいると、甲斐谷がひょこっと現れて、桃花の手を引いた。

「東野さん見つけた！　顔が赤い。酔ったみたいだね」

「甲斐谷さん……」

　彼をうっとり見上げると、にこりと微笑まれて「後で抜けだすから」と小声で言われる。

（これってお持ち……帰り……とか……）

　ふわふわした考えが頭によぎると思考停止になり、機械的に足を動かして、甲斐谷に手を引かれるしかなかった。

　座敷に戻ると、彼は南のところへ行き、自分は同期に囲まれて飲み直した。

　しばらくして、甲斐谷が作戦通りに仕事に戻ったフリをして店を出ると、座敷の女子が寂しそうにする。しかし、酒も入っているせいかまた盛り上がり、その三十分後に桃花が抜けたことを気にするのは、周りの同期くらいなものだった。

　店を早足で出ると入り口でぼんやりスマホを弄る彼がいて、胸を鳴らす。

　なんて言って声を掛けたらいいのか分からないでいると、振り向いた甲斐谷に見つかり、手を振られた。

「来てくれた。じゃあ、帰ろうか」

「……」

「帰るだけじゃ不満？」

「ち、違うんです。こんなことになるなんて思ってなくて」

「俺じゃやっぱり嫌かな？」

　桃花は頭を振った。

　彼以外にあり得ない。そう言いたいのだが、思いが強すぎて胸につかえて出てこないのだ。

「甲斐谷さんを嫌がる理由なんてありません」

「桃花ちゃんって呼んで良かった？」

「呼んでください！」

「桃花ちゃんも、俺のこと嫌いじゃない？」

「……嫌じゃないです」

（好きって言えないけど）

「俺がこのままどこかに泊まりたいって言っても？」

「……甲斐谷さんがそうしてくれるなら。嬉しいです」

　桃花のぎこちない言葉に、甲斐谷が苦笑した。

　顔を上げて彼を少し睨む。すぐに真顔に戻ってくれたが、彼が笑うのも無理はない。

　自分の言い方が真面目過ぎて、軽いノリで一晩の関係を持つことが出来ないのだろう。

　桃花は頬から耳朶まで染めて、表情もかたかった。

　しかも、今まで会話でもしていれば良いが、会社での接点はほぼなしのふたり。

　甲斐谷の強引さがあってこそとはいえ、自分の願いが叶うとは思わないと、桃花もくすっと笑った。

「俺のこと、もしかして嫌いじゃない？　セクハラで訴えられるの覚悟で声を掛けたんだけど」

「わ、私……甲斐谷さんを好きです。入社したときから」

「意外だ。俺もうおじさんだし。変わってるって言われない？」

「そう言われても、気にしないで年上の人を好きになっていました。甲斐谷さんに一目惚れして、でも、見てるだけで充分で」

「こんなことってあるんだな。本当に良かった？」

「私のこと、す、好きにしてください！」

　桃花が頬を染めていると、指を絡めて手を握られた。

　初めてのことにどぎまぎしていると、彼が嬉しそうに眦をさげて目じりに皺を作る。

　その皺が優し気で、桃花の心がときめいてしまい、胸が締め付けられた。

　すぐに反対の手で器用にスマホを操作すると、甲斐谷は安堵して画面から顔を上げて自分を見つめてくる。

「ちゃんとしたホテル、なんとか取れそうだ」

「……はい」

「何度も訊くけど……」

「私は甲斐谷さんが好きですからっ」

「ありがとう。今すぐキスしたいけど、周りの目もあるから、後で」

　その甘い低音が耳朶に響くだけで、身体中が震えて体内から蜜が漏れてくる。

　キスだけでもして欲しい、そんな衝動なのに、彼の言うとおりひと目を引くだけで良い事がない。

　もどかしさが募ると、余計に蜜が溢れて下着を汚していく。

　恥ずかしさがこみ上げてくると、胸がきゅっと切なく掴まれているような思いがして、手をぎゅっと握った。

「どうかした？」

「い、いいえ」

　今まで妄想の甲斐谷に散々身体を慰めてもらっていた。

　少しごつごつとした手の温もりは確かなものだし、隣に立つせいで体温を感じる。

　彼に促されるままタクシーに乗って、シティホテルまで向かうとそっと頭を撫でられた。

　不意のことに気持ちは追い付かないし、そのまま肩に抱き寄せられると、息が出来ないくらいの緊張に包まれてしまう。

「俺が桃花ちゃんのこと抱きたいって変かな」

「変じゃありません」

「そうか。安心だよ」

「私こそ、変ですよね」

「俺には嬉しい誤算だ」

　そんな会話をしているとホテル前に着き、チェックインを済ますとエレベーターを上がり、空いていたダブルの部屋を指定された。

　週末のホテルのせいか、どこも満室状態の中、泊まれるだけでも良かったと思う。ふたりで黙りこんで部屋に向かうと、緊張が増すばかりだ。

　ドアが閉まるなり、後ろから抱きしめられて桃花の胸が張り裂けそうに鳴り始める。

　目の前には宝石を散りばめたような夜景、後ろには甲斐谷。

　最高の状況を前に楽しむ余裕は全くなかった。

「ま、まってください。シャワーを」

「じゃあ、洗ってあげるよ」

「そんなわけには！」

　入り口でジタバタもがいているうちに、するするとジャケットを脱がされてしまい、シャツに手がかかる。振り向かされて上目で見つめると、甲斐谷の優し気な瞳がどこか意地悪そうに細くなった。

「緊張してる？」

　頷くと、彼の指先が器用にボタンを外していく。

　まだ誰にも見せたことのない裸を見せると思うと恥ずかしくてたまらず、ボタンが全て取り終わると思わず身体を隠してしまう。

　すると顎を掬われ、キスが落とされた。

「んぅ」

「力が入り過ぎだ。仕事でも、今も」

「はい……」

　口腔に舌が割入り、初めて味わうねっとりとした感触に慣れず、逃げるように口づけを終えようとしてしまう。

　しかし、甲斐谷から強引に腰を支えられて、抑えられるようにキスをされる。

　口内で舌先が這いまわるように動いて息が勝手に弾みだす。

「ふあぁ……あぁ……」

　じゅわっと蜜が溢れだし、下着がべちょべちょになっているのを感じて、恥ずかしくてたまらない。

　胸の奥では切ない想いが込み上げているのに、頭の中は甲斐谷の事でいっぱいで恥ずかしいことばかり考えてしまう。

　もっとキスして欲しいと自分も舌を絡めてみると、するっとブラが外された。

　そのまま膨らみに手が掛かり揉まれると、感じたことのない快感に身体が震えて腰から崩れそうになる。

「敏感だ」

「だって……こうされたいって思っていたから」

「俺でいいの？」

「甲斐谷さんじゃなきゃ、いや」

　駄々っ子のように甘えてしまう自分が信じられず、黙っている筈だった思いがこみあげてしまう。

　彼に好きにされたい、深く繋がりたい、初めてを捧げたい。

　口で伝えるのは恥ずかしい筈なのに、甲斐谷にはわざと言って、反応を見てみたい。

（私、変……）

　妄想でしかあり得ないと思っていた恋の相手から身体を求められて、気持ちが昂ぶっているのが分かる。それに、これが一度きりの関係でもいいとすら思える。

　甲斐谷が、実は遊びだったと笑っても、それです満足しそうだ。

　一度きりの思い出を大切にして、しばらく生きていけそうな気がするからだ。

「どうかした？」

「好きにしてください」

「そんなことはしない。桃花ちゃんの初めてなんだから」

　彼の優しい言葉に、胸が苦しくなるばかりだ。

　膨らみを揉んでいた手が優しく先端を摘まみ上げるとそのまま捏ねられる。

　初めて感じる他人がもたらす甘い痺れに、立っているのが辛くなり壁にもたれると、甲斐谷が愛撫を止めてそっと桃花を抱き上げた。

「初めてはベッドじゃないといけないな？」

「す、すみません」

　潤んだ瞳で口元を押さえて言うと、甲斐谷の頬が一瞬緩んだような気がした。

　気のせいかと思ったが、彼も年下が好みだと言ったのだし、少なからず楽しんではいるのだろう。

　それが、たまたま自分というのが信じられないだけだ。

　抱かれてベッドに寝かされると、すぐに先端を摘ままれたり揉まれたりする。

　彼はジャケットを脱いで腕まくりをした状態だった。それを見て仕事の時を思い出し、余計に自分の恰好が恥ずかしくてたまらない。

「ぬ、脱いで、甲斐谷さんも」

「恥ずかしいかな？」

　小さく頷くと、甲斐谷はジャケットを脱いで、シャツも脱ぐとすぐに上半身裸になってくれる。しかし、自分への行為が止むわけじゃない。

　それどころか、年齢不相応に鍛えられた肉体を見て、余計に目のやり場に困ってしまう。

　甲斐谷が自分の胸の中に顔を埋めてくるので、身体を思わず引いて逃げる。

　そのまま、ちゅっちゅっと胸を寄せて丁寧にキスをしてくる。胸だけでなく、上半身に丁寧にキスがされていくと、それだけで身体の芯が疼いて、初めてを早く奪って欲しいと思えた。

　しかし、甲斐谷はまた先端を圧したり潰したりを繰り返して、桃花の反応をじっくりと見つめてくる。

「ひっあぅ……いやぁ……やぁ！」

「ここが？」

「言えませんっ」

「小さな子でも言えるよ」

「胸……？」

「そう。その先のピンク色の所はピンと尖って、何回でも吸い付きたくなる。俺って変態かな？」

　彼の眦が下がり、困った顔を見せられて、もはや下半身が蜜で濡れ熟れていた。

　この後に下着を脱がされると思うと、もうここで止めて欲しいとすら思える。

「私の前だけなら、変態でも嬉しいです」

「本当に？　オジサンが変態って、酷いだろ」

「そういうの、好きですから。甲斐谷さんだけですけど」

　思わず出てしまう本音が止まらず、湯水の如く溢れてしまう。

　ちらっと彼を見れば、戸惑いの表情を見せつつ、口元が緩んでいる。

　甲斐谷と少し話をしてみたいと、なんとか口を開けるが、膨らみが思い切り揉まれて、上手く声が出せなくなる。

「あっあっ……どうして、そんな……んんっ……幸せそうに？」

「だって。俺だって、桃花ちゃんを大好きだから。普通なら、変態だろ。もっと酷いと、セクハラとか痴漢とか、犯罪とか」

「私、甲斐谷さんを……あぁっ……んんっ……そんな風に……思わないので……やぁ！」

　先端を執拗に捏ねられてたまらずに身を捩ると、スカートのファスナーに手がかかり引き下ろされた。そして脱がされると、下着越しに染みを作っているのを見られてしまう。

　慌てて隠すが、彼の視線が釘付けになっているのを見て、恥ずかしさでどうにかなりそうだった。

「脱がしてもいいかな。それとも、少し弄ろうかな」

　彼の独り言を聞いて胸を鳴らしてしまうと、下着越しに花芽を摘ままれる。

「あっ……ああっ！」

　下着から蜜が溢れて、彼の手を汚しているのが分かった。

　くちゅくちゅと、弄る度に聞こえてくる水音に羞恥をかきたてられるのだが、甲斐谷を思うと幸せに満ちてしまう。

「こんなにして。恥ずかしくてどうにかなりそう？」

　頷くしか出来ないでいると、するっと下着を脱がされてしまう。

　裸にされて、足を広げさせられると、今度は直接蜜芽を捏ねられる。

　たまらない刺激にシーツを掴むとぷるんと胸が揺れる。

　それを見ていた甲斐谷はすぐに反対の手で胸を弄り回す。

「んぁっ！　……やぁ！　……やぁ！」

「気持ちよくて、変になりそうってことかな」

「変に……なったら、甲斐谷さんのせいだからっ」

　肌を上気させながら訴えると、そのまま口まで塞がれる。

「んんっ」

「こんなにいやらしい子だったなんて。もう離さないから」

「甲斐谷さ……ん」

　甲斐谷の左手の中指がそっと蜜壺に侵入して、抜き差しが始まる。

　自分の上に覆いかぶさり、胸を弄っていた手はいつの間にか桃花の指を絡めて握っている。

　じゅぷっという音を立てながら抜き差しされると、今までの自慰とは全く違う、太い指に刺激されて、隘路がきゅっと絞まる。

「あっあっ……そんな……やぁ……やぁ……」

「気持ちよくなるのは、悪いことじゃない。一度イクと良い」

「ダメ。恥ずか……しくて……。もう……やめて……」

　信じられない思いでいると、頭の中が次第に蕩けて何も考えられなくなる。

　止まらない水音と彼の指の動きを感じながら、息を淫らにして喘いでいると、ぼんやりと視界が霞んだ。

　そして、身体が弓なりししなり、彼の身体の中で思い切り嬌声を上げてしまう。

「あっ……あぁあぁ！」

　蠢く指を咥え込み、何も考えられないでいると、すっと引き抜かれて口を塞がれる。

　果てたばかりで息がまだ苦しいが、彼の温もりの中だと思うと安堵でいっぱいで、次第にキスを堪能してしまう。

　ちゅっと音を立てたキスが始まると、甲斐谷は嬉しそうに呟いた。

「エッチな子だ」

「そうなんですか？」

「ああ……。敏感で、素直で、それで俺のことを好き」

　上目でぎこちなく頷くと、甲斐谷が幸せそうに微笑んでいる。

「幸せだ」

　ぎゅっと抱きしめられて、それだけでも充分に幸せになれる。

　しかし、それで終わるわけもなく、甲斐谷はスラックスを脱ぎ始めて、怒張したそこに持っていたパッケージを装着すると、桃花の足を広げて抱え上げた。

　不自然な恰好になれずにシーツを掴むと、彼の猛りに目がいってしまう。

　見たことのない大きなそれに驚き、目を逸らすしかない。

　彼が腰を下ろして蜜口にあてがうと、すっと止まる。

「初めては痛いから、無理はしないこと」

「は、はい」

　ぬっぷりと入ると、思ったよりも深くに挿入されない。

　しかし、それよりも痛みの方が勝っているし、隘路が無理やり広げられる感覚に、目を剥いた。シーツを引いて痛みを堪えていると、じわじわと甘い感覚が少しずつ身体に広がる。

「きつい。でも、最高だ」

「私も……です」

　ぎゅっと互いに手を握り合い、猛りが中途半端な所で止まる。

　もっと奥がジンジンと切なく疼いているのだが、探るように甲斐谷が自分を見つめてきた。

「大丈夫？」

「思ったより、痛くなくて」

「たっぷり濡れていたからかな。もう少し深く挿入していいかな？　もっと繋がりたい」

　彼の言葉に胸を鳴らせながら、更に侵入されるとジンジンとする部分に近づいた気がした。ゴム一枚を隔たりに、彼の熱を感じて胸が勝手に鳴ってしまう。

　この時の為に何度も妄想していたというのに、彼の大きな猛りが腹の中でひくつき、そしてその度に肉壁が擦られて切ない思いにさせられる。

　しかし、同時に痛みも溢れだして、どうしたらいいのか分からない。

（深く繋がりたいけど……）

　甲斐谷が気を遣って無理はしないで欲しいと言ってくれたことを思うと、甘えたい気もする。

　けれど、このまま最後まで貫いて欲しい気もする。

「痛くなった？」

「あ……でも……。私、まだ……」

「じゃあ、少しこうしていようか」

　ぴたりと動かなくなって胸に抱かれると、感じたことのない幸せを感じてじわっと涙が溢れてしまった。

「甲斐谷さん。もっとこうしていたい」

「いいよ。桃花ちゃんの膣（なか）、あったかい」

　いつも聞かない甘えた低音が、耳朶に響きそれだけで桃花の身体は震えた。

　そのままふたりでしばらく抱き合っていると、次第に桃花は幸せと疲れで眠りに落ちてしまった。

















第三章












「え……、今なんて？」

「あの晩のことは忘れてください！」

　桃花が頭を下げると、「え？」と頭上から戸惑いの声が降り注ぐ。

　なんとか甲斐谷に声を掛けて非常階段まで呼び出したものの、中々切り出せずにいきなり本題に入ったせいで、困惑しているのだろう。

　いや、困っているのは自分だ。

　甲斐谷に甘く抱かれ、思うよりずっと深い快楽を与えられたのだ。

　心から繋がるような感じと、強引にしないでずっと気を遣ってくれる優しさ、そのどれもが桃花が理想通りだった。

　いや、仮に甲斐谷が豹変して強引になったり、意地悪なことを言ったりしてもなんら問題ない。

　何をされても平気だったと思うし、酒の勢いに任せて憧れの甲斐谷に処女を捧げたのも事実だ。

　それは、桃花にとっては問題ない。

　しかし、甲斐谷にとっては大問題ではないかと思えてきたのだ。

　それに土曜、日曜と何もしないで部屋で冷静になると、なんてことをしたのだと、恥ずかしくてたまらなくなった。

　好きでたまらない相手の前で痴態を晒し、しかも淫らに喘ぎ、おねだりし。

　考えるとどんどん小さくなってどこか異世界にでも連れて行って欲しくなる。

　せめて、その日の痴態を謝罪して、と呼び出したのだが、彼の戸惑いを見ていると、また胸が痛んだ。

　あの日言われた甘い言葉に、嘘偽りがなければ、関係を続けることだって悪くないはずだ。

（でもでも。甲斐谷さんは年下女性の身体が欲しかっただけかもしれないし）

　そんなことを考えると、今度はぎゅっと胸が締め付けられる。

　弄ばれた、とは思わない。

　確かに愛を語ってくれたと思うのだ。

　自分だって合意の上だし、彼なら本望なのだから。

　もしも別に彼女が出来たと報告されたら辛いが、受け入れることだって出来るつもりだ。

　ただ、あの甘い時間を手放すのは惜しいし、悲しい。

「あの、どうかした？　やっぱり、いきなりは悪かったな」

「そんなんじゃないんです！」

　顔をあげてじっと見つめると、あの日のように眦を下げて困った顔をしている甲斐谷がいる。

　胸を鳴らせて、彼が自分に本気なのかを思わず推し量りそうになる。

　しかしその前に、自分の気持ちが追い付かない事実もあるわけだ。

「私じゃ全然、不釣り合いで」

「それを言うなら、俺だろう？　オジサンだし」

「私なんて、ただの新人です」

「だったら、別に付き合っても……。もしかして、気を使ってる？　いや、この年齢差があるせいか」

　独り言のような言い方に、甲斐谷の戸惑いが伺える。

　たった一晩だったのに、深く繋がるような気がしたのは、彼も同じような気持ちだったのかと勝手に想像してしまう。そう思うと余計に胸が痛くなる。

　やはり、このまま付き合ってしまってもいいのだろうか。

　でも、自信が持てない。

　彼の横で堂々と彼女として振舞う大人の女性に、まだなれていないと思うのだ。

　どうしても、頭の中に南の姿を想像してしまう。

　手をもじもじさせて考えていると、ふと思いつくことがあった。

　自分も甲斐谷も満足出来る関係だ。

　けれど、それでいいのかといえば、胸につかえるものはあった。

「だったら、セフレにさせてください！」

　桃花は頭を下げて、お願いした。

　自分達のもっとも適切な距離感を保てる関係は、これしかないと思えるのだ。

　身体だけの関係なら、もしも甲斐谷が自分に飽きても後腐れがない。

「え？」

「私、抱きしめてもらうだけでもいいんです。甲斐谷さんも、年下好みってそういう意味ですよね？」

「あ、いや……」

「お願いします！」

　また頭を下げると、甲斐谷がすぐに肩を支えて頭を上げるように促される。

　もはや平然としていることは不可能で、目に涙を溜めてしまった。

　泣きそうな思いはなぜかと言えば、身体だけの関係になってしまえば、恋人になるのは難しい。でも、彼の望みを叶えたいし、自分だって抱きしめてくれるなら、それでいいのだ。

　そのはずだ。

　甲斐谷が頭をかきながら困った顔をしているのを見て、桃花は胸を鳴らせた。

　自分の為に悩んでいるのかと錯覚しそうになるし、あの晩のことを美化しそうになる。

「本当にそれでいいのか？」

「はい」

「それを一番望んでいる？」

「え……」

「彼氏じゃなく？　セフレ？」

　その問いに、桃花はなんと答えるべきか分からなくなる。

　一晩だけ身体の関係を持っただけで、彼女になれると錯覚している。

　でも、その錯覚を前向きに考えて、付き合ってしまうのだってアリだ。

　だけど、もしもふたりの関係が社内にバレたら、甲斐谷の立場は危うくなるかもしれない。

　セフレならたとえ現場を見られていようとも、いくらでも嘘は吐けるし、彼は笑って自分との関係を切れるだろう。

「セフレです」

「そうか。じゃあ、分かった」

　甲斐谷の目に力が籠もらず、すぐに背を向けられた。

　自分の判断は間違っていたかと思ったが、常識で考えれば、年の差ニ十歳の上司と部下。

　彼氏と彼女より、セフレの方が普通だ。

「じゃあ、金曜夜、早速予定を空けておくように」

「えっ」

「セフレがいいなら、たんまり楽しませてもらおうか」

「あ、の……。だって先週の金曜日」

「そんなに嫌だった？」

「違います。じゃあ、週末……」

（セフレって、そんなに頻繁に会うものなんだ）

　身体が少し軋む感覚がまだ少し残る中、週末に組み敷かれると思うと、蜜がとろりと溢れた。

　自分の身体が甲斐谷を欲しているのが分かるし、気持ちだって充分彼にある。

　素直に彼に立候補出来ない自分が情けないが、この際、自分の妄想が叶うだけでもいいのだ。

　そんなことを考えていると、甲斐谷が場所と時間を指定したいからと、互いに連絡先を交換して、その日は仕事に没頭した。
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「え……、今なんて？」

「あの晩のことは忘れてください！」

　桃花が頭を下げると、甲斐谷の心の中では『わけがわからない』という言葉が繰り替えされた。

　あの日、確かに気持ちが通じ合えたと思ったし、彼女に年下好きを公言した筈だ。

　それなのに、その想いは通じていないということだろうか。

　ぼんやりしながら話を聞いて、返事をしていると更なる追い打ちが掛けられる。

「セフレにさせてください！」

　頭を鈍器で殴られたような激しい衝撃に、甲斐谷の気持ちが追い付かない。

　どうして彼女の性だけを満たすことに徹しないといけないのだろう。

　確かに感度良し、甘えん坊、セフレがいないとその身体を持て余してしまうのは分かる。

　若いし、性欲なんて溢れるばかりだろう。

　しかし、だからといって自分のようなオジサンを捕まえてセフレとは。

（確かに、女性との関係の場数は踏んでいるから、慣れてはいるが。俺は桃花の心と繋がりたいんだ！　身体だけじゃ上辺だけじゃないか！）

　桃花の潤んだ瞳を見て、その場に押し倒して服を捲り上げて、ぷるんぷるんの胸に顔を埋めたい。キスして口を塞いで、「悪い子だ」と言って、じっくりその唇を堪能したい。

　脳内で桃花にお仕置きして煩悩にまみれていくと、彼女の艶やかなぽってりした唇に視線がいってしまう。

（キスしたらセフレにされる。キスしたらダメだ。しかし、金曜は普通にしていた。誰かキスして良いと言ってくれ。桃花はなんでこんなに可愛い。そもそも、なんで彼氏じゃない。オジサンと並んで歩くのが嫌だからか。桃花は嫌な奴でもエッチするのか？　俺だけって言ったぞ。じゃあ、なんなんだ）

　桃花への返事をしながら脳内で自分と戦い、ぐるぐる考えていると、彼氏になれない自分が猛烈に情けない思いになる。

　同時にどんなに見た目に気を付けていようとも、桃花との年の差を埋めることが出来ないことを痛感させられた。

「彼氏じゃなく、セフレ？」

「セフレです」

　もう一度、鈍器で頭を殴られたような衝撃だ。

　今度はリアルに金づちが見えたような気がする。

　そのくらいのことに、もはや心が折れた。

（身体だけの関係でも、俺はいいさ。俺はね。オジサンだ。オジサンには丁度いい。だってオジサンだもん。金銭の授受がないだけマシだ）

　涙が出そうになると、今度は桃花のたわわな胸に視線が移動してしまい。

　もう恥も外聞もなく押し倒してしまいたくなった。

　セフレに指名されたのなら、その立場を利用して彼女に存分に尽くすしかない。

「じゃあ、金曜夜、早速予定を空けておくように」

　甲斐谷は懸命に冷静さを保とうと必死になったが、理性は限界で、くるりとターンして彼女の前から去った。










「あっ……あぁ……あぁ！　甲斐谷さんのが奥にぃ」

「エロいことを言えるようになったね。良い子だ」

「もっと奥がいいのぉ」

「こうかな？」

　後ろから思いきり突かれて、桃花は背を仰け反らせた。

　バスルームの壁に手を付き、尻を突き出す恰好で思い切り突かれている。

　会ってそうそうに浴室でイチャイチャし、避妊具もなく突かれることに桃花は抵抗がなかった。彼が好き過ぎて、感覚が麻痺しているのが分かる。

　普通なら、避妊具を手にして付けて欲しいとお願いするだろう。

　でも、甲斐谷は別だ。

「桃花ちゃん。ゴムいらないなんて、セフレじゃないみたいだ」

「ふあぁ……あぁ……。だって、甲斐谷さんに……気持ちよくなって欲しいから」

　そう桃花が言うと、腹の奥の猛りがより一層怒張する。

　振り向くと、彼の瞳が潤み、眦に皺を作り切ない息を漏らしていた。

「そんなこというと、俺だって……理性的でいられないだろう？」

　湯がちゃぷんちゃぷんと揺れ、甲斐谷は水蒸気で濡れた髪のせいで艶やかな印象を受ける。

　いつもきちんと整った髪が少し乱れ、髪がたらりと落ちる度に、彼が邪魔そうにかき上げるのだ。それだけじゃない、引き締まった身体には汗をかいてほんのり赤く染まり、会社では見たこともない艶やかな肉体美を見せられている。

　色香漂う甲斐谷から身体を貫かれると思うだけで、蜜が溢れてじゅぷじゅぷとはしたなく鳴らしている。

　淫猥に揺れる胸を後ろから揉まれると、「あっあっ」と甘えた声を上げて後ろを振り向きおねだりしてしまうほどだ。

「桃花。胸が敏感だな。柔らかい。俺しか触れたことないんだろ？」

「甲斐谷さんしか、だめっ」

「どうして？　俺とのセックスが好きか？」

「……そう……です。……そこっ、弄らないでっ」

　ピンク色の突起を摘ままれて、桃花は腰を揺らしたり引いたりして乱れた。

　彼の長い指がくにくにと先端を弄る様子を見ていると、満ち足りてしまうし身体が満たされて、何も考えられなくなる。

　でも、甲斐谷にはあくまでセフレとして振舞わなけばいけない。

（好き……好き……甲斐谷さんを凄く好き……）

　朦朧とする意識の中で、桃花は甲斐谷をひたすら想っていた。

　彼の意地悪く動く指先に翻弄されることも、後ろから貫かれることも、避妊もせずに抱き合うことも、桃花の気持ちを満たしてくれている。

　胸を鷲掴みにされたまま、さらに奥を突かれると桃花は激しく喘いだ。

　彼の熱を奥に感じて、身体が震えてしまう。

　立っていることも辛くなり、壁に身を預ける恰好になると、より一層卑猥さが増した。

　しかし、甲斐谷は抽送を止めることなく、思い切り突き上げてきて、肉壁を擦られる。

　とめどなく押し寄せる快楽に負け、桃花は小さく息をすることしか出来なくなっていた。

「はあ……あっあっ……あぁ……甲斐谷さぁ……ん」

「しんどいか？」

「だめ、もっとして」

　彼の表情が見えないことを良い事に、強い口調でお願いしてしまう。

　嫌われるかもしれないなんて考える余裕もない。すると彼の熱が膨らむような気がした。

　そして、さらに激しく抜き差しが始まると桃花は胸を揺らしながら、甲斐谷の名前を何度も呼んでいた。

　甲斐谷も桃花の名前を呼んでくれる。

「桃花ちゃん。頑張り屋だ。こんなにしなくても、俺は離れないから」

「……私……甲斐谷さんに全部あげたいの……」

　桃花の理性が吹き飛びそうになってしまう。

「好きに……してください」

「バカ言うな。俺は大切にしたいんだ」

　突然怒られて、思い切り突かれる。

　子宮口を何度も突かれて肉壁が擦れる度に卑猥に喘ぐ。たまらないと首をふっていると、彼が片方の手が蜜芽を摘み、蜜を絡めとるように撫でられると、身体が仰け反る。

「んあぁ！　そこ、そんなに……しないでっ」

「絞まるな……。ひくひくして、奥の具合がもっといい」

「くださいっ。私、甲斐谷さんのこと……。甲斐谷さんのこと！」

　自分の気持ちがめちゃくちゃで、セフレという関係を飛び越えているのは分かる。

　避妊具なしだと熱が余計に伝わって深く繋がる気がするせいか、何度も言ってしまう言葉だ。

　一度だけ、バスルームで抱き合って避妊に困った状況に置かれて、何もしないでした時の快感と深い繋がりのせいで、病みつきになっている。

　しかも、危険と隣り合わせだなんて考えられない。

　もしも彼以外とのセックスなら必ず避妊をしたろうし、セフレにだってならないだろう。

　甲斐谷に抱かれるとき、誰よりも深く繋がれる特別な存在だと錯覚してしまう。

「俺のセフレなら、ちゃんと避妊しないとな……。迂闊だった」

「いいんです……。私、私……」

　潤んだ瞳で振り向くと彼が頬を染めて、勢いよく男根を引き抜いた。

　その途端、猛りから白濁が飛散して、身体に降りかかる。

「あっ……」

「ほら、思いっきり身体にかけるほうがいいだろう？」

「……はい」

　ぬるっとした感触を抱きながら、確かにそれも悪くないと思えた。

　胸を隠しながら振り向くと、甲斐谷がすぐに胸に顔を埋めた。

　バスタブの淵に腰かけると、身体についている汗や水滴を彼が丁寧に舐め始める。

「あぅ……。そんなことしたら……また……」

「また？　どうしたい？」

「エッチ……したくなっちゃう」

「たっぷりするから」

　何度も頷いていると、彼の猛りがむくむくとまた大きくなった。

（おじさんって言うわりに、凄い元気……。性欲も凄いし）

　ごくんと生唾を飲んでいると、膨らみの先端をちゅぱちゅぱと舌先で捏ねられる。

　身体の奥がまた熱を持ち始めて、とろとろと蜜が溢れだした。

　甲斐谷以外に経験したことがないが、たっぷり愛されているような感覚に身も心も満足してしまう。

「嬉しがってくれると男って悦ぶんだ。俺も桃花ちゃんみたいな子、大好きだな」

「あ……だって、甲斐谷さんだと。どうしても……理性が……」

「どうして？」

　口が耳朶に周り甘噛みされる。

　耳元で囁かれるような錯覚になると震えてしまい、身を竦ませた。

「俺の何かが不満だった？　それとも満足でたまらない？　言ってみて」

「とくに、言うほどのことじゃ……。セフレだし」

「セフレが良いのはなんで？　彼氏は駄目？」

「だって、だって……その方が良いに決まってる……ひぁっ……！」

　耳を甘く噛まれて、体中が震える。

　そのまま耳の中に舌が入り、舐め回されると身体が戦慄いた。

「やぁっ……そこ……」

「ここもいい？」

「甲斐谷さんの声が……近くて……近……過ぎて……」

（本当に、好きにしてって思いがいっぱいで――。甲斐谷さんがセーブしてくれなきゃ、セフレすらなれない！）

　激しい水音を聞きながら、舌が耳の中を縦横無尽に這いまわる。

　その間に、左手が蜜で溢れている秘丘をそっと撫でた。

「ここ……。足りないね」

「ひあっ……だって……途中でしょ？」

「悪かった。でも、膣（なか）には出せない」

「いい……のに」

「だめだよ。言ったろう？　そんなんじゃセフレじゃないって」

「ごめんなさい」

　ぬっぷと指が入ると、思い切りかき混ぜられる。

　嬌声を上げると、甲斐谷は眦に皺を作り困った表情を見せて、桃花の耳元で囁いた。

「俺の理性を試してる？　それとも、彼氏になりたい？」

「わ、私っ……セフレで……いいんですっ」

「……そういう子はおしおきだ。俺が欲しくて仕方ない身体になっても知らないからな？」

　めちゃくちゃにかき混ぜられ、すぐに指が糸を引いて引き抜かれる。

　息を荒らげていると、足を思い切り抱えられた。

　そして、猛りがすぐに挿入されると、一気に最奥まで貫かれる。

　身体を密着させ、甲斐谷の熱を身体中で感じながら激しく抜き差しされると、彼は意地悪そうに言った。

「ここじゃ、最後まで出来ない。もっとしたいっておねだりして欲しいな」

「甲斐谷さん……」

　うっとり見つめながら、桃花は甲斐谷の瞳を見つめながら言った。

「もっと沢山して？　めちゃくちゃにして欲しいの」

　その途端、いっきに怒張が破裂しそうになり、甲斐谷が慌てて引き抜いて、桃花の身体に精をもう一度振りかけられる。

　身体に浴びて、幸せに浸る桃花だが、はっとしてしまう。

（わ、私。二度も。変態じゃない……？）

　慌てて困った素振りを見せるが、目の前の甲斐谷は突然の白濁の放出に慌てていて、桃花の表情には気が付いていないようだった。

「悪い。すぐに身体を流そう」

「はい……。今度はベッドでしてください」

「当たり前だよ。もう耐え切れない」

「甲斐谷さんも？」

　そう言って顔を窺うと、頬を染めてシャワーを思い切り向けられて頭に掛けられた。

　すぐに手が伸びてきて頬や頭を擦られると、またイチャイチャしてしまう。

（甲斐谷さん……）

　胸を切なく疼かせながら、身体を抱えられると今度はベッドの上で組み敷かれ、しっかり避妊すると、思い切り腹の奥に熱を放ってくれた。

　その時の幸せに満ち足りて、桃花は甲斐谷との関係が今後もずっと続くだろうと、安易に考えて、その夜は何度も繋がった。

　甲斐谷は年齢の割に物凄く元気で、互いの関係をより一層深めてくれていた。

















第四章












　週末に思い切り抱き合った余韻を感じながら月曜に出社するのが日課になっていると、満員電車も、朝が早くても、なんでも乗り切れた。

　しかしデスクに着くなり桃花が目にしたのは、甲斐谷と南の親しそうに話す様子だ。

（あの関係に割って入ることは、今後ずっとないんだ）

　身体の関係だけであって、彼の信用を得たり、互いに買い物をしたり食事をしたりすることはない。ただ、本当に快楽の為だけに会っている。

　南は抱き合うことがなくても、甲斐谷から好かれているのを感じる。

（私、不用意に避妊しない時があるし、バカみたいだって分かるんだけど）

　自分の浅はかな行動は、家に帰ると自己嫌悪に代わる時がある。

　もしも甲斐谷が冷静に振る舞えない人で、同じように快楽だけに溺れてしまうのであれば、妊娠だって考えられる。

　甲斐谷は望まないだろうが、自分がシングルマザーになる覚悟はあるだろうかと自問自答するのだ。いつも思い悩んでから、避妊はしっかりとしないといけないと言い聞かせるのだが、快楽に流される。

　自分の頭の中は中学生や高校生の性衝動と変わらないくらい短絡的で、全く大人な行動が出来ないことが悲しくなる時もある。

　甲斐谷からも、セフレなら避妊をしなさいと言われているが、お風呂でイチャイチャするうちにエッチが始まる。

　甲斐谷も申し訳ないと謝るのだが、そんなとき、彼には謝らないで欲しいと思うのだ。

（好きな人と繋がりたいことで頭がいっぱいで、甲斐谷さんも同じかなって想像したりすると嬉しいだけ。こっちが一方的に喜んでいるのは、分かってる）

　ちらりと南たちを見れば、まだ話していた。

　最近甲斐谷と南が話している機会が増えたような気がする。

　新しいプロジェクトが進んでいるせいもあるだろうが、セフレに自ら名乗りをあげた桃花には辛いばかりだった。

（職場じゃ、目も合わないし）

　溜め息を吐いてパソコンに電源を入れて向かうと、隣に座る大野がひょこっと顔を出した。

「なあ、今度呑まない？　最近疲れてるみたいだし」

「え……」

「先週初めて作った企画書が通ったお祝いでもいいし」

「あ、ああ、そういえば」

　大野は苦手意識があって、淡々と仕事をこなすだけの同僚だと思っていただけに、呑みに誘われるとは思わなかった。

　それに、自分の企画書が初めて通ったことを忘れるほど、甲斐谷のことで頭の中がいっぱいなのも恥ずかしい。

　甲斐谷が南と話すことの当てつけに呑みに行くということも一瞬考えたが、そんなことをしても虚しさが増すだけだ。

　それに、誤解されて『付き合えば？』なんて言われたら生きていけない。

「あ、また今度。あの、確か今度、営業部で飲み会ありますよね！」

「え……そうだっけ。いや、でもさ、せっかくだし」

　大野が身を乗り出して、前もって見つけていたらしいレストランをスマホで見せてくれる。

　画像を見れば、明らかにデートで使うようなムードたっぷりの個室が写っている。

　てっきり居酒屋だと思っていたし、お疲れ会をふたりでするにしても、さすがにここはないだろうと顔を引きつらせていると、大野が首を傾げた。

「ここと、こっちもあるんだけど」

「あ、あの。本当にまた今度で」

　なんとか話を区切りたいとパソコンに向かうが、すすっとスマホの画面を見せられる。

　するとまたムーディーなバーが。

（下心が見え見えっ！）

　困っていると、すーっとスマホが誰かに取り上げられていく。

　視線を追って顔を上げると、そこには甲斐谷がいる。

　なんでいるのだろうと思いつつ、困っているところに来てくれて思わず安堵してしまう。

　彼が大野をじろっと見つめて、スマホの画面を見つめて眉をひくんと怪訝そうに動かした。大野は肩を竦めて俯いている。

「仕事中に私用でスマホを弄るなんて、余裕だな」

「い、いえ」

「それから、東野は俺の彼女だから手を出すな。いいか？　隣に座っている先輩に徹しろ」

「……は、はい」

　ぽかんとする大野と桃花。

　甲斐谷だけが満足気に口角を上げて自信満々なのだが、今、言ってはならない言葉を発した。桃花も理解出来ない言葉が混じっていた。

（彼女？　私が？　セフレじゃなくて？）

　ぽかんと見つめてしまうと、その視線に気がついて甲斐谷がはっとして咳払いをする。

　そして静かに、「俺の部下の東野に手を出すな」と訂正するのだ。

「えっと。分かりました。二度と手を出しません」

　大野がすすーっと椅子を転がせて去っていくと、取り残されたふたりの間に重い空気が漂った。

　ちらちらと周りを伺えば、甲斐谷の言葉を聞いていた人は大野以外にいないような気もする。しかし、彼の声が低音だとはいえ聞こえない声ではない。

「甲斐谷さん、あの」

「ちょっと……、話がある」

「え……？」

　わけがわからないで立ち上がると、先を歩きだした甲斐谷に着いていく。

　横に並ぶと、困り顔で頬をかいていた。

「あの、さっきの彼女って」

「うっかり口が滑った。セフレだったな」

「セフレだろうと、彼女だろうと、社内で言ったらいけないじゃないですか」

「……分からない子だな。恋に鈍感過ぎると、俺のセフレを続けることになるぞ？」

（それはそれで、嬉しいです……）

　俯いて頬を染めると、甲斐谷はもじもじして、近くの資料室に強引に桃花は引き入れられた。

　そして扉の鍵を掛けられてしまうと、ドアを背に抱きしめられてしまう。

　なにがどうなっているのか分からないでいると、ぺろっと耳朶を舐められる。

　身体をひくつかせると、甲斐谷がそっと耳元で囁いた。

「俺以外の男でもいいかなって、思ったか」

「そんなわけっ。私は、甲斐谷さんしか……あり得なくて」

「でも、レストランの画面を見た瞬間、ちょっと嬉しそうに見えたけど」

「そんなことありません！」

　桃花が必死に言うが、すぐに口が塞がれる。

　甘い吐息と共に彼の舌が割入り、すぐにスカートが捲られる。

「んんっ……ふぁ……こんな……ところで……」

「いいだろう。ちょっとくらい。オジサンのセクハラに悩んでいる、そんなシチュエーション、燃えるだろう？」

「全然、そんなの！」

「俺からでも？」

　ひくんと身体が震えると、指先はすぐに下着の中に滑り込み、蜜で濡れているとそこを撫でまわされる。

　甲斐谷の言うとおり、セクハラのような行為に体は必要以上に感じてしまうし、いつもより強引な甲斐谷のやり方に、くらくらする。

　指先はすぐに蜜芽を見つけて捏ねだすと、摘まんだりつついたりされる。

　刺激に耐えきれずに腰を引くと、穿いていたスカートのファスナーに手がかかり、するっと脱がされた。

「あっ……だめ……」

「オジサンから強引に……脱がされた……。そんなシチュエーションだな」

「さっきから、オジサン、オジサンって。甲斐谷さん……すごく素敵で……そんな……こと」

「……だったら、言い方を変えよう。上司から強引にスカートを脱がされた」

「甲斐谷さん？」

（この状況を楽しんでいるんだよね……。でも、聞いてて辛くなるから、嫌なのに）
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　するすると下着も脱がされると、ぬちゅっと指先が入り抜き差しが始まる。

　自分だけが下半身裸の状態かと思うと羞恥を煽られて、いつも以上に蜜が溢れてくる。

　くちゅくちゅと激しい水音と共に、めちゃくちゃにかき混ぜられた。

　身体がひくつくと、甲斐谷に甘えるように首に手を回し、ドアにもたれた。

「甲斐谷……さん。くだ……さい」

「……」

「甲斐谷さん……私じゃ……もう嫌ですか？」

　上目で訴えると、甲斐谷の眦に深い皺が出来て目元が緩む。

　さっきまで厳しい表情をして、仕事のように接せられたが、ようやくプライベートのように甘い時間になりそうで、ほっとしてしまう。

「桃花ちゃん。本当にエッチな子だ」

「いつもそうでしょ？」

「ここは会社だし、見つかったら大変だ」

「してくれないと、甲斐谷さんにエッチなことされたって、南さんに言いつけてもいいんですか？」

「……」

　急に無言になった甲斐谷に、どうかしたのかと顔を覗き込むと彼の頬がわずかに染まり困ったように見える。

（どうしたんだろう……。おねだりの仕方ってもっと違うのかな）

　桃花が悩んで考えていると、甲斐谷がスラックスをくつろげ始めた。

「甲斐谷さんの……おっきいの、たっぷりください……」

　妄想の限り、自分の身体を使って胸を寄せて上げて更にお願いすると、彼の怒張がひくんひくんと動いて、今までになくそそり立ち、下着の中で窮屈そうにした。

　それを見て、桃花は誘い方を間違ってないことは確認した。

　すると、彼はすぐに下着を脱いで、蜜口にあてがう。

「そんな誘い方、どこで覚えた？　ほら、声が聞こえるといけないから。これ」

　そう言って、桃花にハンカチを咥えるように言うと、嬉しそうにして、様子を見ている。

　はむっと噛むと息がしづらいが、声は出ないと安心した。

　その途端、いきなり男根が入り込む。

「んんんっ！」

「あ……凄い絞まる……。資料室、時々使おうか。」

　こくこくと頷いてしまうと、甲斐谷が困ったような笑みを見せた。

　桃花はなぜだろうと涙目で見つめると、彼が桃花の前髪をかき分けて、撫でてくる。

「またもや、避妊なし。しかも……資料室だから……外に出せない」

「……」

「途中で止めよう」

　ぶんぶんと首を横に振って嫌だとアピールすると、ハンカチを咥えたせいで苦しくなる。

「んんぅ！」

「欲しいのかな」

　思い切り頷いてしまう自分が情けない。

　セフレが毎回毎回、彼の熱を受けていては、悲しい末路しかないと分かっているのに、止まらないのだ。

　彼がわざとここへ追いこんで、意地悪なことをしている、自分に悲劇を追わせようと考えている、そんなことはなぜか微塵も考えられない。

　一方的な想いのせいか、甲斐谷から抱きしめられるだけで満足して、弄ばれているという考えにまったく考えが及ばないのが不思議だ。

　ただ、一度でも彼女だと言われたとき、彼にもブレーキの掛からない気持ちが芽生えつつあるような気がして、期待しそうになる。

　ゆっくりと抽送が始まると、突き上げるように奥を突かれる。

「んっ……んっ……」

「いつもより、……エロい……。声を聞きたいな」

　するっとハンカチを取られると、唇を塞がれる。

　互いに舌を絡めながら、気持ちを確かめるようなキスをされると、猛りが猛然と腹の奥で膨らむ。

「あっあっ……」

「桃花ちゃん……本気で、セフレでいいのか？」

「だって……」

「バレたろ？　大野に」

「……セフレなら、身体だけの関係でしょ……。バレたとき、嘘も吐けるでしょ？」

「桃花ちゃん……、それ本気？」

「それが一番じゃないですか？」

「欲しがるくせに……。そういう所はお利口なんだな。俺は、苦手だ」

「え……」

　ずんと突かれて、甘い疼きが身体中に広がる。

　彼の切なそうな眼差しを感じて見つめると、視線を逸らされた。

　そして、猛然と腰を使われて最奥を思い切り突かれてしまう。

　揺さぶるようにされると、隘路がきゅっとしまり、彼の猛りを咥えこんだ。

「あっ……アツ……」

「たっぷり……俺で満たしてあげるから」

　その言葉と共に、桃花の腹の中で怒張したそれが、破裂した。

　そして、白濁が腹の奥に注がれる。

「んんっ……ふぅあ……」

　初めての甘く蕩ける感覚に身体を震わせがら、足を伝い落ちる精を感じて、胸が鳴り始める。

　彼は息を切らせながら、自分の上に覆いかぶさると、強引に口付けてくる。

「んんっ……」

「こういうこと、望んで……。いやらしいことだけしたいんだろう？」

「ち、ちがっ」

「若いっていいよな。俺は体力も限界があるし。その日のことだけ考えてた頃の振る舞いは出来ないんだよ」

　彼の呟きと共にキスが終わると、甲斐谷が屈んで丁寧に足の精をハンカチで拭ってくれる。

　そして衣服を整えると、頬を染めた桃花を見て、少し心配そうなまなざしを向けられた。

「ちょっと休んでから来るといい。こんなの、嫌だろう？」

「甲斐谷さん……誤解しないでください」

「桃花ちゃんが望めば、俺はこういうのもアリだから」

　甲斐谷が寂し気な眼差しを向けてくる。

　いつだって避妊を大事にする甲斐谷に時々もどかしい思いを抱いていた。

　でも、今日は違う。

　彼は自分を大事だからこそ、快楽に飲まれるよりも理性的に振る舞い、避妊を最優先してくれる。

　甲斐谷だって男だから、避妊なしの行為をしたいというのは本音だろう。

　彼からの優しさを感じると、自分の軽率さが恥ずかしく思える。

（大人ってこと）

　取り残されると、自分がまだ下着を履いていないことに気が付いて、慌てて履いて、服を着ると、乱れを整えてぼんやりと壁にもたれた。

　いつも愛し合うように甘えるのに、今日はなぜかそれが出来なかった。

　自分の言葉に反応するように、甲斐谷が冷たくなったような気もするし、おじさんということを気にしているような気もする。

「そうだ。甲斐谷さん、おじさんを気にしてるんだ」

　自分は好きでたまらないおじさんだが、彼にしてみれば、レッテルにも思えるだろう。

　四十過ぎても結婚できない男。仕事しか能がない。実は見た目だけ。

　そんなことを言われてもおかしくはない。

　甲斐谷に限っていえば、売れ残った理由が分からないほど、女性にも尽くすし、優しい。

　ちゃんと彼と向き合っていないことに今更気が付いてしまうと、身体ばかり欲していた自分が恥ずかしくなる。

　しかし、ベッドの上でも彼のテクニックに満足しない日はなく、欲しくてたまらない状況にさせられる。

　上司としても順調に昇進しているし、考えれば考えるほど、結婚出来ない理由がない。

（そんな人から、彼女だって一度でも言われてるのに、私、セフレって言ってばかり）

　ぼんやりと考えると、申し訳ない思いで涙が溢れてきた。

　でも、好きだと言っていいのか、分からない。

　年の差ニ十歳を埋めるだけ努力をまだしていない。

　彼は南のような女性が好きなんだと思ってしまうし、本気で愛されることもまだ想像が出来ないのだ。今だって、セフレだから抱きしめてくれると思っているのだが。

（本気で私を？）

　いや、違うとすぐに否定すると、腹の奥がじわっと滲むように疼いた。

　初めて熱を腹の奥に直に感じたが、幸せな思いに浸る暇もない。

　仕事に戻ろうと扉を開けると、運よく誰もいなかった。

















第五章












　彼との資料室でのことがあって以来、週末に抱き合うという行為がなくなり、切ない想いだけを抱えて、時間を過ごし、仕事をしていた。

　初めて通した企画書について具体的な案を練る為に残業も経験し、その為に大野が手伝ってくれることもあった。

　ただし、必ずそこには甲斐谷の姿もあり、フロアにふたりきりということには絶対にならない。それは安心なのだが、ぎこちない時間と空気がながれて、仕事はしにくい。

　大野にしてみても、甲斐谷の告白に衝撃を受けて、あれきり素っ気ない態度だ。

　抱きしめられなくなって一か月が経ち、もはや身体も心も限界になった頃、社内では、南と甲斐谷の噂が流れ初めていた。

　勿論、隣にいる大野は目を丸くして、そのでたらめな話を聞いている。

　するすると椅子を引いて、自分の傍に来ると、そっと耳元で言う。

「東野さんと付き合ってるんじゃないのか？」

「え、えっと」

「だって、俺の彼女だって言ったし。それが、何で南さんと？」

「わ、分かりません！　仕事しましょう。どうせ噂……ですよ」

　じくじくと胸の奥が痛んだ。

　甲斐谷があれきり会ってくれなくなったこと、その直後に南との噂。

　噂が本当なら、まるで自分より南が良いと乗り換えるような行為に、腹立たしさより悲しみが深い。

　それに、そんな話があっても、ふたりは仲良くしれっとしている。

　新規のプロジェクトは順調らしく、南の補佐は絶大だと聞いていた。

　甲斐谷が会議で困らないように、資料を集めたり、根回しに奔走したり、会食に出たり、彼が仕事に没頭できるように南が傍で支えている。

　それは社内中の噂だ。

（確か、新しい商品の発案から関わって。それで、代々的にテレビや雑誌にも広告を出して、派手に売るって力を入れてるって）

　ベッドの上で甲斐谷が話してくれたことだ。

　普段の仕事じゃ、彼のプロジェクトはよく分からないが、腕枕をして彼が少し得意気に話してくれる姿は好きだった。

　新しい両利き用のはさみ、それから、手帳やカレンダーに貼るようなシールだったと思う。

　両利き用のはさみは力を入れていて、社外の商品に引けを取らないように、デザインもかなり工夫されていると聞いた。

　そして、彼が必ず話すのが、南の発案力だ。

『彼女の発想は素晴らしくてね』

　その言葉に、抱き合っていたころは妬むことなく聞いていられた。

　むしろ、尊敬の念を抱いて憧れすらある。

　でも、今は甲斐谷の傍で自分の代わりにサポートをしていると思うと、どうしても妬んでしまう。

　それだけじゃない。嫉妬したり、南への想いが歪んでいく。

（だめだ。だって、自分からセフレだと言い出して、甲斐谷さんの幸せを望めないなんて）

　そうしてまたぼんやりとふたりを見れば、くすっと笑いあっている。

　甲斐谷の眦がさがり、口元に少し皺を作って笑っている。

「甲斐谷さんったら。昨日連れていってくれたお店、今日も連れていってもらいますよ！」

　南の言葉に、フロアがざわついた。

　勿論、桃花だって顔をあげてふたりの様子を見てしまう。

（昨日の夜にふたりで会ってたんだ。月曜日か……）

　週末に会えないせいか、思わずそんなことを確認してしまう。

　彼女はいつどんなタイミングで甲斐谷と会っているのか、どんな風に過ごしているのかを知りたくなってしまう。

　そして、いずれは彼女になって結婚するのか、そんなことまで考えが及ぶと仕事どころじゃなく、頭を抱えた。

「どうした？」

　大野の心配そうな声に頭をあげて、思わず桃花は弱音を吐く。

「南さんと仲良しだなって」

「浮気だって、後で怒れよ」

「そう……なんですけど」

　浮気じゃなく、彼の本気を応援出来ないセフレである、そう大野には説明出来ず、余計にもどかしい。

　じっとり見ているのも変だと思いパソコンに向かうが、頭の中は甲斐谷のことでいっぱいだ。

　南と甲斐谷の声だけが耳に届いてきて、自分が考えた企画が、ひどく陳腐なものに感じられる。

『スーパー内の文具売り場の在り方について。もっと積極的に商品を置いても悪くないと思う。特に定番商品、主婦や子供に人気の商品は力を入れてもいいのではないか』

　あまり注視されていなかったスーパー内の一角に陳列されている文具についてのことだが、少しでも注目され売り上げが上がれば良いと、更に企画を詰めてくれと言われたのだ。

　仕事で初めて評価されたことは嬉しいが、まだまだ分からないこともあり、大野とふたりがかりで頑張っている。

　甲斐谷が助言してくれないかと期待しているのだが、南と談笑するばかりだ。

（こんなちっぽけな企画より、大きな仕事をしている方がいいものね）

　肩を落としながら、具体案を考えていくと、大野が資料を渡してくれた。

「元気だせ。彼女は東野だろ」

「……うん」

　そう言われて余計に落ち込み、とうとう席を立って給湯室に向かってしまった。

　誰もいないだろうとコーヒーを淹れていると、ひと気を感じて振り向けば甲斐谷がいる。

　すぐに隣に立ち、同じように自分専用マグカップをさっと水で洗うと、重い沈黙が落ちた。

「仕事、忙しそうですね」

　ありきたりなことしか言えずにいると、甲斐谷は「東野さんもね」と当たり障りのないことを言ってくる。

　それがもどかしくなり、桃花はとうとう堪えきれなくなって甲斐谷を睨んだ。

「どうして、南さんと仲良くしてるんですか？」

「どうしてって、同僚だし」

「私と会ってくれないのは？」

「そりゃ、色々事情が重なると……、疲れて元気なくなるだろ」

　頬を染めて恥ずかしそうにされて、最初桃花はなんのことだかさっぱり分からなかった。

　彼が恥ずかしがるようなことなど何もないだろうと思っていると、はっとした。

（もしかして……）

　すーっと視線を落とすと、彼が股間をすすっと隠す。

「あからさまに見るな」

「すみませんっ！　だって、そんな心配ない人かと思っていたから」

「年齢のわりには、問題ない。でも、仕事で忙しかったり……精神的に……悩むと、まあ、無理な時もある。若い時は、何も悩んでなかったしな」

「悩む？」

　桃花が首を傾げていると、甲斐谷が肩を落として、マグカップを顔の前に出された。

　彼の黒一色のそれを見てすぐに手にすると、一緒にコーヒーを淹れようとセットする。

　やかんを手にして、ドリッパーの上でお湯を注ぐとふわっとコーヒーの香りが立ち込めた。

　柔らかい香りを嗅いで、桃花の気持ちも少し落ち着いてくる。

「あの、南さんと付き合えば……」

「言うと思った。俺と彼女はそういう関係じゃない」

「……じゃあ、なんで昨日、食事に？」

「出先のついでに、美味しい料理が食いたいって話になったんだ。南は日頃から美味しい店を知ってるし、疲れていたから甘えたんだ。そんなに気になるなら、『桃花ちゃん』だって連絡くれよ。あれきり連絡もくれないで、ほったらかして酷いだろう？」

（職場で桃花ちゃんって……。そんなこと聞かれたら誤解されるのに）

　桃花はぽかんとしながらコーヒーを差し出すと、甲斐谷は受け取ることなく桃花を見据えてくる。

　どうやら、週末に会えない理由は自分が連絡をしないせいもあったらしい。

　いつも甲斐谷から連絡をくれるから思わず甘えていたが、会いたいと連絡しても問題はないようだ。

　安堵すると、なんだか南のことがどうでもよく思えてくる。

　現金な奴だと思うが、頭の中のモヤモヤがスッキリとしていた。

「すみません。だって、甲斐谷さんからいつも連絡をくれるから」

「そうだが……。資料室のことがあって、頭を冷やそうと思ってたら仕事が忙しくなった。あんなことをしたんだから責任は取るからな？　ちゃんと、身体に異変があれば言ってくれ」

「そんな大げさな」

　のらりくらりと言った途端、肩をがしんと掴まれて、じろっと睨むように見られた。

　思わず顔を逸らすと、彼の低音が叱責するように自分の方に飛んでくる。

「俺は、ちゃんとしたいんだ」

「……はい」

（セフレ……だよね……？）

　勿論、ちゃんとしたいと言われるのは嬉しいし、そんな風に扱ってもらえるのだって願ったり叶ったりだ。

　でも、セフレとして付き合ってみて思うのだが、彼が自分を身体だけの関係として見ていたのかとふと疑問に思う。

　勿論、会って早々ホテルに直行しているし、セフレに間違いない。

　資料室で身体を重ねるのだから、清い関係とも言い難い。

　しかし、彼の言い方はとても真面目で、交際していると錯覚することが多いだろう。

「南は好みじゃない。その……同じ年くらいの独身女性で仕事をこなす人は性格きついし、上昇志向があり過ぎてライバルにしか見えないな。その点、桃花ちゃんは、その……初心なところとか、素直な反応とか、可愛いところとか、俺の好みっていうかさ」

「……甲斐谷さんが、私を？」

　目を瞬かせていると、甲斐谷は照れたように頭をかいている。

　考えが及ばないでいると、「君くらいの年の子ってそうだろ。な？　そういう意味でさ」と付け足された。

（ん？　つまり、私じゃなくても年下を好きになる可能性はあったと？）

　コーヒーを互いに持ってじっと見つめ合っていると、甲斐谷はそそくさと逃げそうになる。

　それを桃花は制すように名前を呼んだ。

「あの、つまり。甲斐谷さんって、年下女性が好みなんですか？」

　顔を引きつらせながら振り向く甲斐谷は、辺りを見回しながらぼそっと桃花の耳に囁く。

「声が大きい」

「てっきり、若い子の身体が好きだと思っていたんですけど」

「そりゃ、身体も好きだ。でも、俺は年下の女性が恋愛対象なんだ。二度も言わせるな」

「……」

「変だろ。変態と言ってくれていい。いや、付き合ってもフラれる時はいつだって変態と言われている。自業自得なんだ」

　真面目な顔で言うので、桃花思わず噴き出した。

　彼をそんな目で見たことは一度もないし、きっと甲斐谷と付き合った女性は、性癖を理解しきれないのだろう。

　自分も、おじさんしか好きになれないからよく分かるだけで、普通の女子なら、甲斐谷のそんなカミングアウトを受け入れられたか分からない。

「笑うな。俺にだって事情があってそうなったんだ」

「どんなことです？」

　すると、甲斐谷はもじもじしながら、頬を染める。

「妹が……可愛すぎて、溺愛していた。小学生の高学年まではなんだかんだと理由を付けて、登下校について行ったり、小遣いで色々を買ってあげたりしていた……」

　照れたように言う甲斐谷の告白に、桃花もさすがに笑っていられなくなった。

　このカミングアウトを誰かに聞かれたら大変だ。

「わ、わかりました！　今日は一緒にお昼を食べましょう。だって、私だって似ているから」

「……理解出来るか？」

「登下校まで一緒なんて、ちょっと面倒なお兄さんですね」

　涙目になる甲斐谷を見て、可哀そうになって思わず頭を撫でる。

　形の良い頭に触れると、少し睨まれた。

　いつもの優しい瞳が、近寄るなと言わんばかりに自分を見て、思わず後ずさる。

「そんな風にすると、ここでキスしそうになるだろう。誰かが見てたら大変だ。ほら、先に戻れ」

「はい。ごめんなさい」

「俺こそ、悪かった。昼、一緒に食おうな」

　そう言って、彼は自分の頭をぽんぽんと撫でて満足そうにして、桃花は反論も忘れてこそばゆい思いになりながら、給湯室を後にした。

　かなり長く席を外していたが、買い物を頼まれたと言い訳でもしようと決めて、大野の隣に席に戻る。

　さっきまで止まっていた仕事がするすると進み始めて、大野からちらっと見られた。

「課長と一緒だった？」

「い、いえ！」

「嬉しそうだし、仕事がはかどってる。良かったな」

「ありがとうございます」

　一礼してまた仕事に戻ると、大野の存在がいつの間にか煙たいとか嫌だとか、それだけでなく、頼れる先輩になっていることに気が付いた。

　これで良かったと思いながら、企画書に基づいて提案をいくつも考えていくと、お昼はすぐになり、甲斐谷と目を合わせてエントランスホールにふたりで向かった。










「妹を溺愛して、そして年下好きになった。それは理解しました。登下校まで一緒にいたいなんて、かなり重症だと思いましたけど」

「純粋に可愛い存在だった。それに、年も十歳離れていて、丁度、桃花ちゃんと年も近いんだ。遅く出来たかなり年の離れた妹を溺愛しないわけないだろう。赤ちゃんの頃から見ているし、無垢な笑み、悪戯な表情、どれをとっても愛らしかった」

「……甲斐谷さん、声がヒートアップしてます。声を小さくお願いします」

　気にして辺りを見回し始めた甲斐谷を見て、桃花はため息を吐いた。

　彼の気持ちはよく分かる。

　家族間だからこそ生まれる、普通とは違う溺愛。

　恋とも愛とも違う、愛くるしい、愛おしい想い。

　自分だって、いなくなった父を思うと、父くらいの年齢の人間に恋をしてしまうのだから。

　甲斐谷はまるで口を塞ぐようにカレーを頬張ると、しれっとした顔で咀嚼し始めた。

（はあ、ここがいつもの行きつけのお店じゃなくてよかった）

「妹は、大学卒業と同時に結婚してな。学生の時に付き合ってた奴で。反対したんだが、お兄ちゃんには関係ない、変態エロオヤジって言われて、その時はさすがに凹んだな」

「私の入社前の話ですか？」

「そうだ。会社を休もうかと思ったくらい落ち込んだよ。でもさ、幸せになって欲しいし、俺がそこまで干渉できないだろ。俺は妹のお財布代わりでも全然構わなくて、色々買ってやったり、旅費を出してやったりして豪遊させたりしたが、それも本当は良い事じゃないと分かっててやめられない。だって幸せそうなんだもんな」

　がっくり肩を落とす甲斐谷を見て、今でも妹だけは特別なんだろうと思った。

　ただし、それは一方通行で、桃花が心配するような恋愛とも違うことは分かる。

（私のお父さんへの想いにちょっと似てるかも）

　桃花はスプーンでカレーを掬いながら、ぼんやりとした父を思い浮かべるが、何も思い出せなかった。

　悲しいことに、桃花の父はもはや記憶のかなたに消えている。

　正直なところ、自分の性癖や想いをだれかに言うのは初めてで、甲斐谷の興奮を見ると怖くなる。

　冷静でいられる自信もないし、甲斐谷に嫌われるかもしれないという恐れだってあった。

　俯いて同じようにカレーを口に入れると、緊張しているのかあまりおいしく感じない。

「そんなわけで、俺の恋愛対象は……つまり、まあ、桃花ちゃんみたいな年下の子だな」

「分かりました。南さんに恋愛感情が湧かないのは、正直、ほっとしてます」

「桃花ちゃんも、俺みたいなおじさん好きな理由があるのかな？」

　首を傾げて訊いてくるので、桃花は胸が鳴り出した。

　物憂げな目で見られると、このまま仕事もせずに彼に抱きしめて欲しくなりそうだ。

　しかし、自分の重い話題を思い出すと、そんな甘い感情も引っ込んでしまう。

　思わず溜め息を吐いてしまうと、スプーンを置いた。

「私……。両親が離婚して、父親がいないんです。ありきたりですけど、父性を求めているのか、同世代にはときめかなくて。かなり年の離れた人じゃないと、安心も出来ないし」

「つまり、俺と一緒か」

　桃花は頷いた。

　同じ、と一括りにしてしまえばそうだが、自分の過去には父親から溺愛された記憶はない。

　幼稚園に入園したあたりから、両親の喧嘩が絶えず、仲裁は幼い桃花の役目だった。

　あの手この手で喧嘩を止めて、仲良くして欲しいと強調するのだが、父は荒れると止まらずに、結局離婚の道しかなくて、母親と共に生きる道を選ぶしかなかったのだ。

　当然、辛い記憶は忘れていく代わりに、父の理想像は膨らむばかり。

　現実を思い出せば、自分の父は母と喧嘩ばかりだというのに、やたらと楽しい記憶だけが、鮮明に覚えている。

「私は、甲斐谷さんの妹になれるんですかね……」

「え？」

「あ、えっと、プレイの一環で」

「あ、ああ」

　甲斐谷の動揺を見て、桃花は慌てて訂正した。

　セフレという立場は変わらないで、甲斐谷が長年望んでいた妹との危ない関係。

　それを果たす為に自分がいるなら、それも仕方ないのかもしれないと思えてくる。

　しかし、桃花はといえば、甲斐谷に父を求めているわけではない。

　同じ考えだとすれば、さすがに今の発言は行き過ぎかと心の中では否定する。

　しかし、セフレ以上の関係になりたいと、真面目な考えも浮かんでしまう。

「妹はさ、今専業主婦なんだ。それで、なんとなくだけど、雰囲気が桃花ちゃんに似てる」

「千年にひとりの美少女ですか？」

「そう。その子よりは可愛くないけど、目がくりんとした感じとか、あどけない感じとか。桃花ちゃんの方がずっと似てて可愛いけどな？」

「妹さんと比べられても、私の立場は……その……」

　周りを見回して目をじっと見つめる。

　甲斐谷も理解して咳払いした。こんな話を昼間っから定食屋でしていいものかと、目で訴えて、分かってくれたみたいだ。

「その関係、なんだが……」

「私、本当に妹さんのポジションになりましょうか？」

「え？　いや、あのな？　妹と桃花ちゃんは違うだろ？」

「……」

　はっきり言われてしまい、せっかくのセフレ以上の関係も無駄になってしまう。

　どうやったらふたりの関係が正常になれるのか、もはや分からない。

（なんとかして、妹のポジションになれば……いいのかな。私も嬉しいし）

　そう考えると胸がずきんと痛んだ。

　そして、考えを消すようにカレーを一気に食べ始めると、ふたりで黙々と口に運んだ。

　甲斐谷も、あまり妹の話をし過ぎたと後悔があるようで、黙っていた。

　食べ終えると、甲斐谷がそっと桃花においでと手招きする。

　口をペーパーで拭い甲斐谷の方へ顔を寄せると、耳元で「今夜、しよう」と囁かれた。

　途端に、胸が鳴り出す。

「こ、こんなところで言わなくても」

「俺だって、言うつもりで来たわけじゃない」

「じゃあ、どうして」

「桃花ちゃんって、勘違いしてるから。可愛がってあげないといけない気がしただけだよ」

（こ、こんなカレー屋さんで、口説かれた……。セフレにも優しい）

　上目で見つめると、甲斐谷が優し気に目尻に皺を作って微笑んでいる。

「さあ、仕事に戻ろうか。帰りはそのままタクシーで向かいたいから、また連絡する」

「……はい」

　ふたりで職場に戻ると、ちらほらと視線を感じたが、上司と部下の食事だとしか思われずに、なんの騒ぎもなく、桃花たちは仕事に戻ることが出来た。

















第六章












「あっあっ……おまんこヒクヒクするぅう！」

「ほら、もっと自分でおまんこって言ってみな」

「おまんこ……おまんこ……」

「ぐっへへへ……良い子だ……。そんな子には、バイブをあげるぞ」

「ひぁあああ！」

　部屋中に響く嬌声に、桃花は赤面していた。

　いつもはシティホテルに行くのに、今日に限って、ラブホテルなのだ。

　それに文句は言わない。

　アジアンテイストの綺麗な内装に、大きなテレビとジャグジー、アメニティーグッズもたっぷりだし、ベッドだって大きくて綺麗だ。

　そして何より……。

（避妊具もあるし。このエッチなＤＶＤ見放題も……嬉しそう……だよね？）

　ソファに肩を並べて座る彼をちらっと見ていると、どこか冷めた目をしている。

（あれ……。こういうの好きだって言って、自分から見たくせに）

「おっきいの、ください！」

「まだまだだ。もっとマン汁垂らしてみろ」

　ウィーンとした機械音と共に、美人ＡＶ女優に挿入されたバイブが動きだす。

　おじさん俳優は満足そうに操作して、言葉責めが激しい。

　こんな状況が好きなのかと思うと、甲斐谷の心の闇を見た気がして、そっと離れたくなる。

　明らかにおじさんが美人のお姉さんをいじめているの図、なのだが、世の中の男性にはいいらしい。

　部屋中に響く嬌声に、とうとう桃花の方が耐え切れなくなる。

　彼の太ももに手をおいて、そっと上目で顔を覗いた。

「あの……もう……いいですよね？」

「んん？　桃花ちゃん、こういうの、嫌？」

「え？　……えっと、過激すぎて」

「お互いの関係がマンネリ化したとき、こんな風にされたら、俺のこと嫌いになる？」

「……それって、いつまで先のことですか？」

「随分先だね。少なくとも、一年は先だ。それまで、一緒にいられるかな」

「勿論、います！」

「こんなことされても？」

「え……ええ、まあ、はあ」

　さっきのＡＶの画像が脳裏に再生される。

　そして、卑猥な用語が耳の中で響いた。

　聞いたことがほぼないワードは、過激でついていけない。

　でも、もしも甲斐谷から望まれたら、断れないだろう。

「どきどきした？」

「……ちょっと、激しすぎて」

「じゃあ、もう少し、ソフトなのも見てみようか」

「あの……待って……」

　甲斐谷の太ももを撫でるが気にせずにチャンネルを変えられてしまう。

　そして変わったのは、彼氏彼女の設定の今まさにエッチの最中の画面だ。

　後ろから思い切り突かれていて、大きな画面いっぱいに、たわわな胸が揺れている。

（う、うわああ。大きい胸）

　桃花が圧倒されていると、すっと甲斐谷に抱きかかえられて、前を向いて膝に座られた。

　またぐ形になってタイトスカートが捲れあがってしまう。

　すると、彼の手がするりと上まで捲りあげて、下着とストッキングを露わにした。

「前の画面を見てて」

　甘い低音がしっとりと耳に滑り込んできて桃花は蜜を溢れさせる。

「な、なにを……」

「いいから」

　大きな画面の中では激しく肌がぶつかる音と喘ぎ声が響いていて、時々男性が「どうした？　こんなことが気持ちいいか？」と言葉責めをしている。

　恥ずかしくなって更に下着を濡らすと、するっと指先が伸びて、秘丘を撫でた。

　声を我慢していると、そのまま下着をずらされて、ストッキングも脱がされる。

「や、やぁ」

「ほら、そう言っているけど、結構濡れている。ぐちょぐちょになってきた」

　指でぬちぬちと捏ねられて、そのまま喘ぎ声が漏れる。

　目の前を見れば女優と男優が体位を変えて、まさに自分達のような恰好で挿入しようとしていた。

　見ないように目を逸らすと、耳朶をぺろりと舐められる。

「恥ずかしい？　でも、これもさっきの調教系と一緒だ。桃花の恥ずかしいことをわざとして、恥ずかしい気持ちを増幅させる。さっきのは過激でも、これならいいだろ？」

「ひ、ひど……。こんな……こと……ふぁ……あぁっ」

「凄い指に絡んできてる。音も聞かせてあげようか。凄い音がするから」

　くちゅくちゅとかき混ぜられると激しく音が立ち、わざと音を立てられた事で羞恥を煽られる。

　それなのに、心の奥ではもっとして欲しいと、腰をくねらせて求めてしまう。

「へ、変……身体も、心も……」

「調教は……、桃花にはソフトな奴からいこうか」

「やっ……やっ……それは……ちがっ……こんなはず……」

「そう言ってるけど、こっちはヒクヒクして、指を咥えている。理由を言えるかな？」

　その甘く危険な言葉に、桃花は身体を震わせた。

　ただ蜜壺に指を入れているだけの行為だというのに、今日の彼はひとつひとつに理由を付けるつもりだ。

　あの調教系のＡＶのように、最後は自分から欲しいとねだってしまいそうなほど、すでに頭が蕩けている。

　どうしてだから分からないが、甲斐谷の低音に命令されると、体中に熱が帯びていく。

「私……甲斐谷さんの……こと……好きだから」

「よく言えたね。ご褒美をあげないといけない」

　そう言って、指が増えて激しく抜き差しされるとたまらない。

　もはや挿入をして欲しいと思うのだが、このじわじわとした感覚を楽しむのも悪くないような気もする。

「感じてるね。こういうの、たまにいいだろ？」

「いつも……して？」

　思わず呟くと、甲斐谷の手が一瞬止まる。

　自分が変な女かと思われたかもしれないが、好きな人から支配される感覚は桃花の心をより満たしてくれる。

「良い子だ。そういう子には、たっぷり好きなことしてあげるから、もっとたっぷりおねだり出来るといい」

「もっと、私の身体を好きにして？」

「どんな風に？」

「……」

　具体的な方法なんて分からない。

　自分の性体験など、甲斐谷以外に無いのだ。

　彼の思いのままにされるのが嬉しいし、こんな風にされることも嬉しい。

　それに――。

（激しい命令をされても、いいかも）

「意地悪なこと、して？　さっきの、ＡＶみたいな」

「え……、初めに見たやつ？」

「……そう……」

　震えそうな声でお願いすると、甲斐谷はすっと離れてどこかへ行ってしまう。

　どこだろうと思っていると、フロントに電話をしていた。

　なんでだろうと思っていると、目の前にあるローテーブルにリモコン付きのローターが売られている。

　他にも、コスプレ、バイブなんでもありだ。

（な、何をされるの）

　どきどきしていると、甲斐谷が桃花を抱き上げてそっとベッドに横たわらせる。

　そして、ピンポンと安っぽい音がすると、甲斐谷がすぐに向かい、そして手にしていたのは、さっきローテーブルでみたリモコン付きのローターとコスプレだ。

「今はこんなのがあるんだ。遠隔操作で、桃花ちゃんに命令してあげよう」

「う、うん」

　するする下着が脱がされると、すぐにパッケージを開けられて避妊具を装着され、ローターが膣に挿入される。

　異物が入る感じがしながら、甲斐谷が少し離れてリモコンを向けた。

「そのまま立ってみて」

「こう？」

　ベッドの上に立つと、ローターが落ちそうになる。きゅっと隘路を閉めてみると突然振動が始まった。

「んあぁ！」

「こんな感じか」

「あ、あの……」

「じゃあ、そのまま歩いてみようか」

「あ、歩けない……」

「じゃあ、もっとパワーを上げて……」

「あっ……あぁ！」

　桃花は咄嗟にしゃがむと、甲斐谷がくすっと笑う。

　さっきの激しい調教系ＡＶとは違い、命令口調もソフトだが、していることはかなり苦しい。しかも、ちらりと視線を送ると、甲斐谷の膝の上にはナースの姿のコスプレが。

「それ……んっあ……着るの？」

「そう。ひとりじゃ無理かな？」

　何度も頷いていると、甲斐谷がそっと近づいてきて、桃花の後ろに回り込む。

　そして後ろから抱きしめる形になると、振動が止んだ。

　しかしそれも束の間、桃花の衣服を脱がし始めた。

　ぷちんぷちんと丁寧にボタンを外し、すぐにたわわな胸が露わになる。

　そこへ、彼の指先が触れてふにふにと揉まれると、いつもとは違う感じにとろとろに蜜が溢れた。

「く、ください……っ！」

「だめだよ。でも、こっちはあげようか」

　その途端、膣の中でローターが振動を始める。

「あぁっ……やぁ！」

「こっちでまずは満足してごらん。悪くないだろう？」

「でも……」

　腹の中で機械的に振動するそれは、経験豊かな甲斐谷の指先には敵わない気がした。

　しかし、彼の指示に従うのは嬉しいし、気分がめちゃくちゃでいつもと違う。

　脱がされてしまうと、甲斐谷がそっとナースのコスプレを見せてくる。

「さあ、着て見せてごらん」

「はい……」

　未だに振動が止まない中で立ち上がり、甲斐谷の前でナース服を頭からかぶる。

　胸でつかえてもじもじしていると、腰が揺れてしまい卑猥な姿を晒しているようで恥ずかしくてたまらない。

（こんなにきついもの……？）

　頭が出て腕に袖を通しているとき、甲斐谷がにんまりと微笑む。

「似合ってる。可愛い。それより、足りないだろう？」

　そう言って、膣の中のローターがもっと振動して、動きが思わず止まり変な恰好のままで内股になってしまう。

「やぁ……こんな、恥ずかしい恰好……」

「着替え、手伝うから」

　そうして、甲斐谷がぐっとコスプレを引っ張ってくれると、桃花のボディラインを拾うし、胸が開き強調され、更には激しく短い丈に思わず裾を引く。

　しかも、そんなことをするのも限界なほど、腹の中のローターの振動で辛い。

　頬を染めて、上目で「止めて」とお願いすると、甲斐谷が「ん？」とわざと聞こえないふりをする。

「止めてください」

「じゃあ、俺のまえで足を広げて座れる？」

「……は、恥ずかしくて……」

「だって、取ってあげないと」

　もじもじしながら、桃花は甲斐谷の前で足を開脚させた。

　蜜が垂れているさまを見られて、コスプレ越しに胸の先端が目立って恥ずかしい。

　甲斐谷は眦を垂らして、皺を作って嬉しそうだ。

「もう少し見てていいかな？」

「だ、だめっ」

「こんなこと、もう二度としてくれないだろ？」

「します、何回だって！　もう、お腹の奥が、ジンジンして……甲斐谷さんじゃないと……頭の中がおかしくなりそうで……」

「思ったほど、感じてないもんね」

「……っ」

　身体を震わせて悟られたことに緊張してしまうと、彼はすっと手を伸ばし、蜜壺に入り込んだローターを抜き取った。

　ぬるぬるのそれを見て、甲斐谷は一気にスラックスを怒張させている。

　彼の指はてらてらと光り、自分の身体がいかに卑猥かを思い知らされた。

「じゃあ、いいかな？」

　甲斐谷はスラックスを脱ぎながら、ベッドの上にあるパッケージを見つけるとすぐに下着を脱いで装着する。

　もはや拒否する意味もないと、桃花は甲斐谷に抱きついた。

　パッケージを付けたばかりの彼は、一瞬戸惑っていたようだが、すぐに冷静になったのか、そのまま桃花を抑えると腰を沈めていく。

　蜜口に熱が当たると、それだけで身体中が震えた。

　そして重みで一気に貫かれると、桃花は自ら腰を振る。

「いやらしい看護師さんが、俺の為に一晩エッチしてくれてるみたい」

「どんな……んっ……んんっ……妄想ですっ」

「妄想じゃないだろう。現実に、桃花が俺にしてくれてる」

「甲斐谷さんっ……。意地悪言わないで」

　焦らされて自ら奥に当ててしまい、はしたない声が勝手に漏れる。

　こんなことをしたのは初めてだし、気持ちの良い部分を探すように腰を揺らすのだって初めてだ。

　彼にされるがままだったのに、さっきされた時に感じたのだ。

　ローターは即物的で、甲斐谷の指とは全く別物。

　けれど、甲斐谷が初めからこんなにテクニックがあったわけじゃない。

　彼だって色々と考えて、自分の為に尽くしてくれている。

　そう思うと、自分も『セフレ』なら、尚更彼に気持ちよくなって欲しい。

（甲斐谷さんの、すごい……大きくてあつい……）

「絞めるな、どうした。今日のよかった？」

「はい。時々してください」

「分かった。たっぷり、可愛がってあげるから。こんなにして、絡みついて仕方ない」

　じゅぷじゅぷと激しい水音を立てながら、次第に桃花は恍惚とした時を迎えようと、頭の中が蕩けていく。

　彼も息を切らせて、熱を膨張させていた。

　胸が甲斐谷の顔の前でたぷんと揺れるたびに、彼はわざと吸いついてきて、余計に敏感に身体も震える。

　先端に吸い付き舐め取られると、身体が戦慄き声が上がる。

　その度に腹の奥が切なく疼き彼の猛りを絞めつけた。

　膨らみが変形するほど揉まれて、先端を摘ままれたり押し潰されたりしていると、蜜がとめどなく溢れて下肢を汚していく。

　奥では熱が膨張し始め、隘路をこじ開けながら抽送が繰り返される。

　甲斐谷が膨らみの先端を摘まみ扱くと、桃花は背を仰け反らせて卑猥な声をあげた。

　猛りが突き刺さるように身体の芯に刺さり、肉襞が絡みついている。

　その熱に浮かされるように、桃花は自身でも胸を揉み快感を煽った。

「あっあっあっ！」

「もう……限界か。桃花ちゃん……。くっ」

　その刹那、甲斐谷の熱が一気に放たれた。

　避妊具が一枚あるせいか、一度感じた熱を感じることはなかったが、どくどくと脈打つ様を感じて頬が染まる。

　そのまま彼に抱きしめられると、「桃花ちゃん、好きだ」とうわ言のように言われて、戸惑ってしまう。

　しかし、桃花があれこれ考える暇もなく、甲斐谷にまた組み敷かれて、その晩は散々抱き合うことになった。

















第七章












　一か月後。

　桃花と週末に抱き合い、セフレとしての付き合いは順調だが、決して埋まることのない距離に、甲斐谷は苦しい思いを抱えていた。

　自分はもう何度か彼女の前で想いを吐露しているが、いつも関係はセフレ止まり。

　桃花がオジサン好きなのは分かったし、自分にチャンスがあることも理解した。

　でも、ラブホに寄った帰りも結局桃花は恋人になりたいとは言わなかったのだ。

　一晩中抱き合い、気持ちが繋がるようなセックスをしても、桃花の気持ちは揺らがない。

　本当におじさんが好きなのかと思うが、自分に金銭を要求しないのだから、本当に好きなのだろう。それに、あんなに可愛いのに、彼氏がいなかったというのも、おじさんが好きという気持ちを貫いたせいかもしれない。

（こじれた子を好きになったもんだ）

　出先のカフェでコーヒーを飲みながら、スマホを操作して頭を悩ませる。

　会社帰りに寄ったラブホのことを、甲斐谷は忘れることはしばらくなく、桃花の卑猥さが増す中で、自分の決断が間違っていないかとカフェで自問自答する。

（俺が全く知らない人と結婚するってなったら、少しは焦るか？　いや、桃花ちゃんは、むしろ応援しそうで怖い）

　スマホの画面には、婚活サイトやお見合い相談所のホームページを開けたり閉じたりして、本当に悩んでいた。

　このまま桃花と付き合っていくのは簡単だ。

　彼女は今快楽に溺れていて、若さということを自覚していない。

　しかし、二十代も中盤を過ぎた頃でも自分とセフレの関係しかなく、友人にはちらほら結婚の話題が出た時、互いの距離は縮まるどころか離れるような気もする。

（その時の為に、今こうして、桃花を手に入れたいと策を練っているわけだが。全く空回りしそうだ）

　自分達の関係が同世代の恋なら、好きですと言っても、素直に通じる気がする。

　例えば、南に告白しても、彼女なりに誠意ある対応をしてくれるだろう。

（面倒な人って言われそうだが）

　同世代なら、そういうコミュニケーションが取れるわけだ。

　しかし、二十歳も離れていると、あらぬ心配や疑念を持って、先に行けない。

　だからセフレという、もっともありがちなパターンに収まっているんだろう。

　自分が結婚をすると言っても、桃花は「そうですか、おめでとうございます」と言われそうで、作戦に踏み切る勇気が持てない。

　しかし、何もしなければ、桃花は若い時期をセフレとして過ごしてしまう。

　そう思うと胸が痛む。

　レストランに誘いたくても、ドライブに連れ出したくても、これという口実がない。

　せめてシティホテルで抱き合えばと思えば、今度は避妊がおろそかになる。

　親密に繋がりたいと思うならそれでいい。しかし彼女が本当に自分を求めているのか分からないのに、彼女の体内に精を吐くのは男として情けないものだ。

　頭を抑えると、何度も開いたり閉じたりしていたうちのひとつの結婚相談所のホームページが目に入った。

　登録無料。

　その言葉に目を引かれた。

　結婚相談所になると、入会金を払うシステムがほとんどだったが、この会社は珍しく登録無料のシステムを取っている。

　しかし、同時に真剣に結婚を考えない、不届き者も登録するわけだ。

（登録するのは申し訳ないから、ここの結婚相談所に登録したと言ってみて、様子を見てみよう。近々パーティーがあるらしいから、そこに参加する予定だと……）

　これで本気にされたら玉砕だが、桃花との関係がセフレで終わるわけにはいかない。

　トップページをよく読んで頭に叩き込むと、時計を見て、昼休憩になったことを確認した。

　そっと桃花にメッセージを送ると、近くにいるから向かうと返事が来る。

　そわそわしながら待っていると、桃花が店内に入ってきた。

　息を切らしながら入ってきて、ジャケットを脱ぐ様子を見ていると、あらわれたブルーのシャツが清々しい。

　しかし、歩くと胸が揺れて、あの晩の夜を思い出してしまい、卑猥な声とたわわな胸を忘れる為に慌てて無の境地に入る。

　目を瞑っていると、すぐ隣に人の気配を感じて、桃花が座ったことを確認した。

「甲斐谷さん。どうしました？」

「うん。それより、お昼奢るから、何がいいかな？」

「じゃあ、コーヒーとパスタを」

「買ってくるから、そこに座ってて」

　そう言って、甲斐谷はわざと見ていた結婚相談所のページをそのままにして、席を立った。

　桃花には申し訳ないと思いつつ、カウンターの列に並びながら桃花の様子を窺う。

　しれっと見つめていると、桃花がスマホに気が付いたのか、顔を引きつらせていた。

（あ……、動揺はしている。それは嬉しいんだが。問題はその後だ……）

　注文してコーヒーだけ受け取り席に戻ると、甲斐谷はスマホを忘れていったことにしれっとした顔で気が付いた素振りを見せた。

「見ちゃった？」

「い、いえ？」

　席に着きながら、桃花の前にコーヒーを置くと、彼女の顔が白く青ざめたように見える。

「結婚相談所のホームページ……見ただろう？」

「すみません。結婚するんですね」

「……」

　甲斐谷は予想通りの反応に頭を抱えたくなったが、怖じ気づくことなく、話を進める決意をした。

「このままひとりは寂しいだろう？　誰か良い人がいれば、もちろん、こんなところ利用しないで、その人と結婚したいよ」

　桃花の顔をじっと見ながら言うと、彼女の瞳にじわっと涙が溜まる。

　泣かせるつもりはなかったせいでたじろぐと、桃花の口がゆっくりと開いた。

「私じゃ……駄目ですか？　会えなくなるの、嫌です」

　消え入りそうな甘えた声に、甲斐谷の胸の奥が鷲掴みにされた。

　泣きそうにお願いされたら、公衆の面前だろうがどこだろうが、キスをして、はしたない恰好にさせて、自分達は愛し合っているんだと、思い切り叫びたくなる。

（俺の変態ぶりも理解してくれているし、本当に嬉しいな）

「俺でいいかな？　でも、俺は桃花ちゃんが大好きだから」

「私だって！　こんな私を……」

「可愛い子を誰も気が付かないでほったらかしなんて、世の中のおじさんは目がなまってるか、下心しかないか、どっちかだな」

「甲斐谷さん……最近、ちょっとエッチが激しいですけど？」

「俺は……、たった今から桃花ちゃんの彼氏になったんだ。帳消しだろ？」

「帳消しどころか、お願いしたいくらいです」

　ほわっと頬を染める彼女を見て、本気で押し倒してしまいたくなる。

　スラックス中は勝手に熱を帯びて、最近の自分の元気の良さが精力剤だけでなく、彼女の色気も存分にあるのだと思い知らされる。

（精力剤はまだバレていないし、桃花ちゃんが初心で良かった）

　自宅には購入した精力剤があり、冷蔵庫に丁寧に保存されている。

　彼女にそれを打ち明けるのはまだ先で良いだろう。

「じゃあ、仕事がひと段落したら、俺の部屋に住もうか」

「え……」

「寝室とリビング、それから書斎しかないけど、充分だろう？」

「……いいんですか？」

「当たり前だ」

　そう言って、甲斐谷は不要だと思っていたマンションの合い鍵を見つけだして渡す。

　桃花の顔がほころび、ぎゅっと鍵を握る仕草が可愛くて、思わず頭を撫でていた。

「だ、だめです。ここ、職場に近いから！」

　すっと手を払いのけられると、甲斐谷の胸がずきんと痛む。

　南の噂はどうでもいいと思ったが、桃花との噂は悪い尾ひれがついても嬉しいだろう。

　どのみち、結婚するつもりだ。

　働きたいと言えば部署変更を勧めるし、主婦になりたいと言えば、甘い生活を送らせる努力をする。

（どっちにしても、俺好みにしてしまいそうだし、色々試しそうだ）

　上目で睨まれて、可愛い顔を見せられると、甲斐谷がくすっと笑う。

「そんな顔をしても怖くないぞ。俺は日々、怖いこわーい南さまという女王さまと仕事で一緒だからな。桃花がほっぺをぷうって膨らませて怒っても、声をきいきい言わせて怒鳴っても、可愛いとしか思えない」

「……そうなんですか？」

　怒った顔が元に戻ると、きょとんとした顔をして、店員がパスタを運んできた。

　すぐに食べるように進めると、器用にフォークで巻き取り、口に入れている。

　口の周りをソースで少し汚しているので、ペーパーナフキンを渡すと、嬉しそうに微笑み受け取って拭う。

　その一連の動作が妹の幼い時を彷彿とさせるように、あどけない。

（妹とは全く違うし、桃花のほうがずっといいが）

　彼女がにこりと微笑みながら食べていると、こっちまで癒やされて頬が染まる。

「南さんて、そんなに怖いんですか？」

「ああ、怖い。いつだったか、ちょっと分からないことがあって訊いたら、そんなの自分で調べれば？　って冷たく言われた。いつだったかも、ふたりでランチを食べながら美味いなって言っていたら、それ以外の褒め言葉はないの？　って突き放すように言われて、もう何も言えなくなった。仕事も出来るし確かに俺の片腕的な存在ではあるが、南の存在は俺の中では、怖くて仕方ないし、南は俺のことを目の上のたんこぶ、出来損ない上司としか思ってないよ」

　そう言うと、桃花がぷっと吹きだした。

　そんなに面白いことを言ったつもりはなく、事実をありのままに言ったまでだと付け足そうと思ったが、彼女が楽し気に頬を緩ませているのを見ると、黙って見て、気持ちが幸せに満ちてくるのを感じてしまう。

「てっきり、主導権は甲斐谷さんかと」

「そんなわけないだろう？　南が俺を裏で操作してるんだ。根回しが得意だし、取引先との打ち合わせだって、俺の知らないところで一度顔合わせしたりして、下準備している。その点、俺は南に持ち上げられる形で課長になったと思う時もある」

「そんなことないですよ！」

「桃花ちゃんは若いから知らないんだ。ところで今後のことだが――俺達のことを南に協力を仰ぐことは可能だと思う」

「はい？」

　桃花がきょとんとしているので、甲斐谷はパスタを食べるように勧めた。

　自分でも大それた嘘を吐くものだと思うが、いわゆる『普通』を演じるには、南の協力は不可欠だし、彼女も仕事の為ならと応じてくれるに違いない。

（なにせ、もっと出世したいと言っているし。老舗文具メーカーで女の力ひとりじゃ無理だから、俺を利用してるくらいだ）

　南は結婚には脇目もふらず、会社で初めての課長補佐にまでなった。

　しかし彼女の目的はもっと大きい。

（役員……だったか……。その為に、俺にはもっと出世して欲しいと言われている）

　会社の体質は、年功序列、男尊女卑、そんな空気が漂い、女性の昇進は極めて難しいところだった。

　しかし、南はそんな古い体質を変えなければ、この会社は世界に後れを取ると言って、昇進したいと甲斐谷は仕事のパートナーにならないかと持ちかけられた。

　もちろん、悪い話はひとつもない。

　が、問題は彼女の気の強い性格とも付き合っていかなければいけないことで、周囲に浮いた噂が流れようとも、足を引っ張る人間がいようとも、動じないことが前提だった。

　南は得意分野だったが、自分は得意な方ではないために、何度も彼女に助けてもらった過去がある。

　だから、今回もこちらから丁寧にお願いするのだ。

（断る理由もないからな）

　桃花がパスタを食べ終えてふたりでカフェを出ると、甲斐谷は手を繋ぎたい衝動を堪えて、渡した合い鍵が大切にバッグに仕舞ってあることが嬉しく、頬は緩みっぱなしだった。

　ビルに戻り、エレベーターを上がり営業部のフロアに戻ると、すでにちらほらと食事を済ませた人もいる。

　南を探すと、コンビニで買ったサンドウィッチをかじりながら、パソコンに向かい何かをしていた。

（忙しいのか）

　少し不安にかられながらも、桃花を連れて南の元へ向かうと、彼女の顔があがった。

　不思議そうに見つめられてから、首を傾げられてしまう。

「どうしたの？」

「忙しいなら後にするんだが、ちょっと話がある」

「は？　話？　用件ならメールでお願いします」

「分かった。メールで済ますが、驚かないで出来れば受けてほしい」

「はい？　ていうか……」

　じろじろっと桃花のことを見つめてから、自分を見て、にたあっと笑み見せられると、蛇に睨まれた蛙状態になってしまう。

　察しの良い彼女なら、この状況だけでも理解が出来そうだ。

「なに、結婚の報告？　随分若いわね」

「声が大きい。話を聞いてくれるなら、となりの応接室で」

「いいわ」

　にんまり笑みを作られて、桃花が隣で委縮している。

　そっと肩を置いてなだめてあげたいが、あまり不審な行動をすれば、部署内にバレてしまう。

　あくまで、南に相談をしているフリをしなければいけない。

　すぐ隣にある応接室に南を押し込むと、すぐに鍵を掛けて女性ふたりをソファに座らせた。

　南はすぐに足を組み、向かいに座る桃花は委縮して下を向いている。

　慌てて桃花の隣に座り「南はそんなに怖くないぞ」と言うと、桃花がそろっと顔をあげた。

「聞こえてるわ。それで？　東野さんとお付き合い中なのは分かった。凄い年の差だけど、大丈夫？」

「いや、社内的に話題になるのは避けたい。健全な付き合いだろうが、桃花が傷つく」

「まあ、そうね。私だって信じられないペアだもの。それで？　私がふたりの盾になれってこと？」

「察しが良くていつも有り難いよ。つまりはそういうことだ。南は俺と付き合っているということにしてもらって欲しい」

「……」

　南の眉がひくんと上がり、目が吊り上がる。仕事には無関係だし、恋愛絡みだし、今にも冷たい言葉を浴びせられそうで、胃が痛む。

「頼む！　南は昇進したいんだろう？　実際に付き合うわけじゃないし、誰かに訊かれたら、そう答えて欲しい」

「面倒くさいことさせるわね」

（……思った通りの反応だ）

　足を組みかえて深い溜め息を吐かれると、じろっと睨まれてしまう。

　ここで引いてはいけないと甲斐谷も真剣な顔を見せると、隣の桃花の手が僅かに震えだした。

「あのな？　出来れば、俺達だって大っぴらに付き合いたい。でも、そんなことしたら、俺のイメージはどうなる？　新人捕まえて色恋に走る、地に足の着かない男に見えないか？　部下への評判だってイマイチになる」

「実際そうじゃない。ふらふらして」

「そこは否定してくれ。色々あってこうなったんだ。だから、互いに昇進したいのであれば、付き合ってるフリだけしてくれ。俺も今まで通り、仕事を頑張るから」

　南は自分たちをじろじろ見ると、黙り込んでいる桃花をちらっと見た。

　何か言いたげだったが、今にも震えだして謝りそうな桃花を見て、また溜め息を吐く。

「東野さん。もう少し強くならないと。社内じゃ甲斐谷さんが付き合ってることにするんだから、これから辛いこともあると思うわ」

「は、はい」

　桃花が顔を上げると、心なしか南の顔が柔和に見えた。

　桃花とは真逆な性格と言っていい大人の女性、そして、仕事に生きる彼女に、こんな一方的なお願いをするのは申し訳ない。

　しかし、甲斐谷は南が適任だと言う。

　本当に良いのかと、口を開けそうになった時だ。

「これでも、事実婚の夫もいるから、彼には迷惑はかけたくないのよ」

　南の思わぬ告白に、甲斐谷も桃花も目を丸めた。

　どう見ても男の陰もなく仕事に生きていると思ったし、浮いた噂だって気にせず仕事をしていた。鉄の女、砕けることのない心、そんな言葉で南を笑う上司だっている。

　勿論、甲斐谷だってそう思っていた。

　南の発言に固まっているのだから。

　呆気に取られていると、南が苦笑した。

「甲斐谷さんに言う必要ないでしょ。事実婚なんだし、式も挙げてないから、身内だけの話よ？　戸籍上の妻ってわけじゃないから、会社にも報告の義務はないと思うわ」

「……せめて俺くらい」

　甲斐谷の項垂れた肩を見て、南が呆れたように冷たい視線を向けている。

　甲斐谷は顔を上げてネクタイを締め直すと、咳払いをして、背を伸ばした。

「とにかく、このことを引き受けてくれるな？」

「断る理由もないわ。ただ、迷惑はかけないで欲しいけど」

「分かっている。今の新規プロジェクトのＰＲ、営業は全力でするし、南の助力があったと役員に全面にアピールする」

「ありがとう。それくらいの見返りは必要ね」

「じゃあ、よろしく。それから、俺のこと、ただの利用できるだけの道具だと思うなよ。俺は南を信用してるし、傍にいる奴に裏切られたら、たまらないからな」

　その言葉に、南は一瞬困惑した顔を見せるが、すぐにツンとした表情になって、視線を逸らした。

　甲斐谷に事実婚の話題を話さないのは、同じ仕事をしていて、あまりに疎遠な感じがした。あんなにいつもにこやかに話しているのが偽りの顔にも見えるし、ここは改めて、ふたりの距離が縮まるように、社内では彼女のフリをしてもらうのも、悪くないかもしれない。

　甲斐谷は桃花を連れて応接室を後にすると、南も後から出て来た。

　桃花は席に戻り、甲斐谷は南に今後のＰＲや売り出しの仕方について具体案を考えたいと話を切り出した。
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「桃花～。そろそろ起きろ～」

　誰かが頬を突いている。

「んんっ……だれ……」

「裕也だ。昨日たっぷりしたから、朝が辛いだろ？　大丈夫か？」

「ゆうや……ゆ……うや……。やっ……やだ！」

　がばっと起きると、スーツ姿の裕也が自分を見て目を細めている。

　身体がスースーすると思っていると、全裸で何も身につけていない。

　昨夜のこともするすると蘇り、恥ずかしくてたまらずに、すぐにまた布団を被った。

　結局、仕事を頑張ると言って残業続きになり、家に帰るのが億劫になってきて、会社から近い裕也のマンションに寄ってみたのだ。

　理由がないと、彼の部屋に自ら向かうのは勇気が入ることだった。

　ケーキを手土産に向かうと、裕也が一時間くらい後に帰ってきたのだ。

　しかも、外で接待でもあったのか少しお酒を呑んでいて、ソファで座っていた桃花を見るなり抱きしめられて、体中にキスをされ、足の先から指先まで舐められ、もはや初日に部屋に訪れた恋人の扱いとは違った。

　しかし、桃花も身体が慣らされていて、その晩は思い切り抱き合ってしまったのだ。

　まだ週末でもないのに。

「よく起きられますね」

「朝起きるのは慣れだな。目も覚めるし。ほら、出てきて、朝ごはんを食べよう」

「……だって……服が……」

「ああ。そうだな。俺の着るか？」

「……っ！」

「バレないだろ。スーツが昨日と一緒だって、仕事が忙しければなんら不自然なことはない」

　そう言って、彼はクローゼットから白いシャツを見つけて取り出してくれる。

　ストライプのシャツもあるし、青い色のシャツもあるが、あまり男性を想像させるような色や柄はこの際避けたい。

　裕也が手に持っているのは、彼の身体のように大きく、ウエストでシェイプされたものだった。

「あ……。胸ポケットでバレるかな」

「出来るだけ、隠します。それに、そこまで覗き込む人もいないので」

「だと良いけど。せっかく南にお願いしたのに、墓穴をほったら笑いものだからな。ほら、これ着て。朝からシャツ売ってる店探して着替えるのも面倒だろ。うちは出社時間が早いし」

　桃花は頷くと、放り投げてある下着を見つけて頭を抱えたくなった。

　彼の温もりに触れると理性が吹き飛んで、何も考えられなくなってしまうのはどうにかしなくてはいけない。ベッドの周りに下着を脱ぎ捨てたりしているらしい。

（ああ……）

「今日から、帰るところはここ。いいな？」

「……でも、洋服が」

「何着か買うよ。だから、帰りはデートだな？」

「……はい」

　桃花は嬉しくて頬を緩ませていると、彼がベッドにぎしっと乗り、桃花にそっとキスをしてくれる。

　昨夜も、触れるような優しいキスから始まって、濃密なキスへと変わったのだ。

　息が弾みそうになると、慌てて互いに身体を離すが、身体の奥は疼いてしまい、慌てて身体を隠して下着を拾い身に付ける。

　裕也から借りるシャツを着ると、思ったよりずっと大きくて、ボタンとボタンの隙間から下着が露わになっている。

（こんなの着たら、痴漢に遭いそう……。どうしよう）

　もじもじしていると、裕也が心配そうに首を傾げた。

「下着、結構見えるな。透けてるし。今日は、会社まで車で通勤するか。危ないもんな」

「すみません」

「謝ることないだろ。俺だって、結構その恰好に……、いや、早く朝飯だ」

　すぐに背を向けて寝室から出て行くと桃花はだぼだぼのシャツを着て、彼の背を見つめた。

（セフレの時より、裕也のことが気になる……。誰にも渡したくない。どうしてだろう）

　じわっと濡れる下着を感じながら、桃花は慌てて着替えを済ますと、シャツがもたついているぶん、いつもと見た目も違い、裕也の香りがしそうで鼻をスンスンとさせてしまう。

　しかしそんな時間はないのだと、リビングに向かうとすでに用意された目玉焼きとスープ、パンがテーブルにあった。

「わあ……。裕也さんって、朝からしっかりしてるんですね」

「そんなことないだろ。ただ卵割って焼いただけだ」

「私、朝はパン一枚だけです。母も仕事で忙しいので、自分でやるのも億劫で」

「安心しろ。俺がなんでも作ってあげるし、桃花の好きなものや嫌いなものも全部把握したい」

　テーブルに座る裕也は真剣で、桃花はこそばゆい思いになりながら、頬をかいた。

　母親はいつもせわしなくしていたし、父親はいない。

　気が付けば自分の食生活なんて考えていなかったから、裕也に管理されるのは素直に嬉しい。
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　席に着いて料理を見ていると、裕也が困ったように頭をかいた。

「そんなに見るな。毎日作ってあげるんだ」

「本当ですか？」

「ああ。料理は好きだからな」

「じゃあ、今日の晩御飯は……」

「今日だけは、外食にさせてくれ。だって特別だろ？　俺と桃花の同棲が始まった日なんだから」

　そう言われて、頬が染まる。

　押しかけるように来た部屋だが、歓迎されると嬉しくてたまらない。

　裕也の手料理だって楽しみだし、セフレでは味わえることのなかった、密な関係を作り始めている気がする。

　ふたりで見つめ合っていると、裕也が壁に掛かる時計を見て息を呑んだ。

「遅刻する！　のんびり食べてたらアウトだ」

「はい！　でも、帰ってきたら、食べますから」

「優しいな。桃花」

　すーっと頭に手が伸びてきて撫でられ、またイチャイチャしそうになる。

　それではいけないと、欲望に負けずに真顔になって席を立つ。すると裕也も慌てて席を立ち、互いにジャケットを羽織ると、バッグを持って用意された紅茶だけ口にすると、すぐにマンションの地下駐車場に向かってエレベーターで下りていく。

　彼の車に乗った瞬間、後部座席がないことに気が付いた。

　思えば、速そうな車だと思って何の気なしに乗ったが、シートは決して心地も良いものではなく、沈むように座る感じで目線も低い。

「飛ばすから。余計なおしゃべり出来ないけど、ちょっと我慢だな」

「は、はい」

　桃花の言葉と共に、駐車場に排気音が響き渡る。

「きゃっ」

（あれ……ハンドルを握ると性格が変わるとか……）

　そんなことを思ったのも束の間、勢いよく走り出し、思い切りシートに押し付けられる。

　何がなんだか分からないでいると、裕也は車の間をするするとすり抜けた。

「さあ、朝から安全運転しないとな」

「……は、はい。本当にお願いします」

　シートベルトを握りながら、桃花は慣れないことに目を瞑り息を止めていた。

　なんとか到着すると、駐車場の中で別行動を取った。

　桃花は普通にエントランスホールから出社し、裕也は地下駐車場から向かう。

　面倒ではあるが、南も巻き込んでいるのだし上手くやりたい。

　彼と別れるときに切ない想いになってキスをせがみそうになるが、社内ということもあって、桃花は努めて彼と距離を取って車を降りて、エントランスホールに向かった。

　わざわざエレベーターから向かい、また営業部で会うと思うと複雑な気持ちだが、今晩は彼と一緒にデートが出来るのだ。

（また今日も頑張ろう）

　席に着くと、パソコンに電源を入れてジャケットを脱ごうとした。

　しかし、裕也のシャツだと思い出して慌てて脱がずに隠すように前を閉める。

　そして企画書を作り直していると、隣の大野が挨拶してきた。

「おはよう。あれ、徹夜したの？」

「え？　いえ」

「でも、スーツが同じだし」

「あ……。実は友人と呑んでて」

「ふーん」

　大野の追及が怖くなって席を立ちたくなるが、それではあまりにわかりやすく、しれっとパソコン画面に向かうことにする。

　すると、裕也が出社してきて、目が合ってしまった。

　会釈すると、隣の大野が「ああ、そうか」と意味深な言葉を言い出した。

　桃花がはっとして隣を向くと、ジャケットがはだけて隠しておきたかった男物のシャツまで見られてしまい、下着が薄っすら透け、下着がボタンとボタンの間から見えているのもバレてしまう。

「なるほど……」

「黙っていてくれますよね！」

「そりゃそうだけど。意外だなって」

　大野のいやらしい視線を感じながら、パソコンに向かうが、身が入らない。

　元々彼からも飲みに誘われていたこともあるし、何を言い出すか。

　困って黙っていると、ふいにパソコンに陰が落ちた。

　顔を上げれば、不機嫌そうに眉間に皺を作る裕也がいる。

　大野のパソコンに手を掛けて、とんとんと、わざと苛立ちを露わにした。

「また君か。俺の桃花に手を出すなと言ってるだろ？　理解出来ないなら、徹底的に君の秘密を探りだすが」

　裕也の低い声が、桃花と大野だけに聞こえてきた。

　勿論、それは計算しているのだろう。

　近くに誰もいないし、大野には、関係がバレたところで裕也が口留め出来る。

　大野が謝罪の言葉を言うと、裕也は「近寄るなよ」と念を押した。

「分かってます。甲斐谷さんが怒るの、誰より怖いって知ってますから」

「よろしい。では、仕事を再開してくれ」

（裕也が、怖い？）

　首を傾げながら裕也の顔を見れば、見たこともない般若の形相に桃花は顔を引きつらせた。思えば、入社間もない自分に、本気で怒る理由もない。

　甲斐谷がなぜ営業部を取りまとめられるかといえば、もしかしたらそんな風に他人を本気で怒ったり、優しくしたり、扱うのが上手いからかもしれない。

「東野さん。君のしている仕事に役立ちそうな資料が資料室にあるから、後で見るといい」

　咄嗟の裕也の言葉に桃花は深い意味などないと思って、相槌程度に反応した。

「えっ？　あ、分かりました。ありがとうございます」

「じゃあ」

　裕也は行ってしまうと、桃花は胸元を抑えて逃げるように資料室に向かった。

　部屋に入ると、ジャケットを持ってくるのを忘れたと思ったが、資料室にひと気はないし、自分の資料を持って席に戻ればいいのだと思っていると、ぎっと扉が開いた。

　振り向いて誰だろうと顔をあげると、裕也がいる。

「裕也？　どうしたの？」

「そっちこそ、朝から早々、俺を困らせて」

　がちゃんと鍵をかけられてしまうと、すぐに抱き寄せられる。

　そして、すぐにスカートを捲りあげられてしまうと、桃花もさすがに抵抗をした。

「ダメよ。怪しまれる！」

「大野か？　問題ないだろう？　あれだけきつく言ってあれば、立場くらいは理解している男だ。それに、俺は外回りに行くと言って、南にも伝えてきた」

「そんな分かりやすい嘘っ」

「南にバレて、何が悪い？　それに、今さらなんだ？」

　甘い痺れるような誘いに、桃花は身体を震わせる。

　ほんの少し抱かれて、朝感じた熱を静めてもらえれば、それでいいのだ。

　少しだけ、キスをして触れてくれれば、満足なはず。

　するっとスカートが降ろされて下着も脱がされると、裕也は満足気に耳朶に囁いてくる。

「俺のシャツ、似合ってるし、エロい。これから時々着ていこうな？」

「だ、だめっ」

「エッチなことをしたくなるから？」

　桃花は頷くと、蜜で溢れている所を彼の指が刺激しだす。

　立っているのが辛くてしがみついていると、裕也はジャケットを脱いでそっと床に敷いて寝かせてくれた。

　言葉を言うことも出来ずに喘いでいると、ぬちゅぬちゅと内壁を擦られ始める。

「あっあっ」

「声が聞こえてもいいのかな？」

「聞こえてない……わ」

「本当にそう思う？」

「こんな卑猥な声、裕也さんにしか聞こえてないと思うから」

　顔を赤らめて言うと、指が増やされて思い切りかき混ぜられる。

　もはや声があられもなくあがりそうで、必死に小さく喘ぎ、彼の耳朶で囁くように聞かせた。

　すると、彼の男根はすぐに怒張して、スラックスをきつくし始める。

　早く欲しいと思う気持ちと、もっと愛撫が欲しいという欲のせめぎ合いに、桃花は余計に卑猥に彼の耳元で喘ぐ。

「いやらしい子だ。ボタンも外そう……。さっきから、透けて見える。ブラはなんで黒にしたのかな？」

「裕也が、好きかなって」

「会う予定はなかったろ？」

「こんな風にされたいなって思ってるから」

　今までは我慢していた気持ちを、なんでも言えることが嬉しく、桃花は包み隠さず本音を吐露してしまう。

　ブラが黒だったら、確かに大野だって察したろう。

（でも、触れていいのは、裕也だけ）

　丁寧にボタンが外されていくと、ブラがずらされて大きな胸を鷲掴みにされた。

「あっんっ……」

「可愛い声だ。もう尖っている。舐めるのと、弄るのどっちがいい？」

「好きな方にしてください」

　頬を染めながらお願いすると、裕也は眦を下げて少し疲れた表情を不意に見せる。

　思えば、昨晩だってたっぷりと抱き合っていたのだ。

　疲れないわけがない。

　桃花が心配しそうになると、ピンク色の先端を摘ままれたり捏ねられたりして、はしたない声があがる。

　社内の為にあまり長い時間を掛けてはいけないと思っていたが、裕也はこりこりと先端をいじくる。

「あっ……あっ……。そんな、時間が……」

「そうだが。桃花は満足か？」

　首を振りたくなった。

　こんな中途半端な愛撫で満足できるわけがない。

　彼からのしつこいくらい濃密なそれに、とろとろに蕩けて、それから繋がるのがいいのだ。

　でも、資料室にずっと鍵がかかり、桃花が不在となれば、あまり良い噂が立たないだろう。

「裕也……さん。私も、させて？」

「なっ……こんなところで」

「ちょっとだけ」

　早くしなければと起き上がり、乱れた衣服を身体にまとわりつかせながら、慣れない手つきでスラックスのファスナーを引き下ろす。

　下着越し怒張したそれは、脱がすと少し元気なく垂れた。

　年齢のせいだと感じて、互いに妙な雰囲気になる前にすぐに口に含むと、裕也の切ない声が聞こえてくる。

「桃花」

　猛りが口いっぱいで上手に喋れない中で、桃花は舌を懸命に動かしてみたり、上下に扱いてみたりした。

　どうしたらいいのか、全ては妄想とネットの情報のみ。

　必死に舌を使って舐めていると、次第に猛りが膨らみ始める。

「すぐに挿入したい」

「え？」

　四つん這いにさせられると、蜜口に猛りが当たったと思ったらすぐに貫かれる。

　しかも最奥までずっぷりと入り込むくらいの勢いで、さすがに目を見開いた。

「あぁ！」

「声が大きいよ。でも、そのくらい良いんだ」

「はい……はいっ……！　奥がひくひくってっ」

「凄い絡んで、蜜もたっぷりだ……」

「裕也……好き……もう我慢しなくていいと思うと、制御出来ない」

「俺も同じ気持ちだ」

　最奥をガンガンと突かれて、子宮口に思い切り当たるような激しい突きに腰が揺れる。

　しかも彼は桃花の弱い所をよく分かっていて、胸を鷲掴みにして、先端も弄り回すのだ。

　身体中を愛されている、支配されるくらいに。

　いつも裕也と抱き合う度に思うことだ。彼の優しさの裏にある、桃花への束縛にも似た行動に、嬉しくてたまらない。

　猛烈に突き上げられ、蜜が溢れて卑猥な水音もとめどなく立ち、資料室に響いている。

　身体にまとわりついた大き目のシャツが乱れているせいで、裕也を刺激しているのか、いつも以上に激しい。

　隘路が絞まり、彼の熱を飲み込んでしまいそうなほどだが、裕也も何度も抽送を繰り返して、隘路を押し広げた。

「あっ……あぁぁ！」

「もっとこっちも弄ろう」

　こりこりと先端を摘ままれて、もはや息も出来ないほど身悶えるしかない。

　たわわな胸が揺れる度に彼が先端を押し潰したり、摘まんだりして、刺激が止まることがない。

　腹の奥がきゅっと締まるような感覚になっていくと、次第に蕩けるような感じになって裕也の熱の膨張を感じた。

　肉壁が絡みついて、抜き差しがかなりきつくなっていくと、猛りは最奥で更に膨張する。

「裕也ぁ！」

「桃花っ」

　その刹那、身体の奥で裕也の熱が飛散して、子宮の奥に吸い込まれる。

「あっ……あぁぁ！」

　ぞくぞくする感覚に苛まれながら、精を受けていると彼の猛りが腹の中でしぼんでいき、ただ繋がるだけになった。

　しかし、裕也はしばらく桃花を抱きしめ続け、息を荒くさせる。

　桃花は足を精で汚し恍惚としながらも、じわじわと現実が押し寄せてきて、裕也の名前を呼んだ。

「服を着て、仕事に戻らないと」

「桃花……。もう少しいいだろう」

「ここ、資料室ですっ」

　自分に寄りかかる彼を揺さぶり、なんとか現実に引き戻したい所だが、精を放ったばかりで無理らしく、呆然としている。

　仕方ないと、自分だけ衣服を整え、足を拭き、裕也に向きなおる。

「だって、初めて桃花がしてくれるから」

「もうっ！　今夜たっぷりしますから！」

　桃花が頬を染めながら怒ると、裕也がぱあっと顔を明るくして、すぐに衣服を整える。

　そして、嬉しそうに笑みを見せると、口元に皺、目の下にはくっきりとクマが出来ていた。

（気が付かなかったけど、結構無理させてるのかな）

　裕也が衣服を整えてよろよろと資料室を出ると、一瞬だが濃密な行為が終わり、代わりに資料室には無縁な精の香りがわずかに匂う。

（換気も出来ない部屋だし。自然に消えるのを待つしか……）

　誰かにバレないかとそわそわしつ、スーツを着て資料を探し始めた。

　必要な物を抜き取ると、すぐに席に戻りパソコンに向かう。

　ちらりと裕也を見れば、いつの間にか手に入れた栄養ドリンクらしき物を飲んでいた。

　目を細めて、じっとよく見ると精力剤にも見える――。

（え……そうだったの。でも、そんなところも好き。私の為に頑張ってるんだものね）

　彼の陰の努力は見なかったことにして、桃花は夜も互いに楽しむ為にも、精一杯に仕事を打ち込もうと、もってきた資料を開いて、必死に企画書を作り始めた。
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